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114114 ４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法

①代表施設のモデル化方法(1/2)

○代表施設である原子炉建屋及び緊急時対策所は，土木学会(2009)を参考に，多質点系モデルから建屋各層の水平剛性KH，鉛直剛性
KV及び曲げ剛性Kφを用いて，せん断剛性，ばね定数，ポアソン比を求め等価な有限要素モデルを作成した。

○なお，構造が複雑である原子炉建屋については，多軸多質点系モデルであることから，分割した建屋を重ね合わせることで，有限要素モ
デルを作成した(モデル化のイメージは次頁参照)。

○作成した有限要素モデルについては，固有値解析により多質点系モデルと振動特性が整合することを確認している(P116～P119参照)。

※土木学会(2009)に加筆。

建屋のモデル化の概念図※

多質点系モデル 有限要素モデル
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多軸多質点系モデル

①代表施設のモデル化方法(2/2)

基礎マット

＋

建屋を重ね合わせる

有限要素モデル

原子炉建屋のモデル化イメージ図

平面ひずみ要素
ばね要素

(回転ばね)
(水平ばね)

４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法

剛梁要素
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○原子炉建屋(X-X'断面)について，多質点系モデルと等価な有限
要素モデル(水平・鉛直同時加振モデル)を作成した。

○多質点系モデル及び有限要素モデルについて，固有値解析を実
施した結果，水平方向・鉛直方向ともに固有周期はおおむね一致
し，作成した有限要素モデルが妥当であることを確認した。

②-1 原子炉建屋のモデル化(X-X'断面)

②ー①
原子炉建屋モデル

原子炉建屋
(X-X'断面) ②有限要素モデル①多質点系モデル

02.52×1052.52×105外部遮へい建屋

建屋

重量

(kN)

08.52×1058.52×105燃料取扱棟
周辺補機棟

02.26×105

0.139×105蒸気発生器

2.12×105内部コンクリート

00.305×1050.305×105原子炉格納容器

09.83×1059.83×105基礎版

023.4×10523.4×105

原子炉建屋モデルの重量比較

原子炉建屋モデルの振動特性比較

②有限要素モデル①多質点系モデル
原子炉建屋
(X-X'断面) 固有周期(s)固有周期(s)

0.1930.196外部遮へい建屋1次

水平

0.1300.130
燃料取扱棟

＋周辺補機棟1次

0.1380.138
内部コンクリート

＋蒸気発生器1次

0.1570.157原子炉格納容器1次

0.0840.084外部遮へい建屋1次

鉛直

0.0650.063
燃料取扱棟

＋周辺補機棟1次

0.0410.040
内部コンクリート

＋蒸気発生器1次

0.0560.056原子炉格納容器1次

４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法

多質点系モデル

(水平方向) (鉛直方向)
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○原子炉建屋(Y-Y'断面)について，多質点系モデルと等価な有限
要素モデル(水平・鉛直同時加振モデル)を作成した。

○多質点系モデル及び有限要素モデルについて，固有値解析を実
施した結果，水平方向・鉛直方向ともに固有周期はおおむね一致
し，作成した有限要素モデルが妥当であることを確認した。

②-2 原子炉建屋のモデル化(Y-Y'断面)

②ー①
原子炉建屋モデル

原子炉建屋
(Y-Y'断面) ②有限要素モデル①多質点系モデル

02.52×1052.52×105外部遮へい建屋

建屋

重量

(kN)

08.52×1058.52×105燃料取扱棟
周辺補機棟

02.26×105

0.139×105蒸気発生器

2.12×105内部コンクリート

00.305×1050.305×105原子炉格納容器

09.83×1059.83×105基礎版

023.4×10523.4×105

原子炉建屋モデルの重量比較

原子炉建屋モデルの振動特性比較

②有限要素モデル①多質点系モデル
原子炉建屋
(Y-Y'断面) 固有周期(s)固有周期(s)

0.1700.177外部遮へい建屋1次

水平

0.2580.258
燃料取扱棟

＋周辺補機棟1次

0.1170.116
内部コンクリート

＋蒸気発生器1次

0.1570.157原子炉格納容器1次

0.0840.084外部遮へい建屋1次

鉛直

0.0650.063
燃料取扱棟

＋周辺補機棟1次

0.0410.040
内部コンクリート

＋蒸気発生器1次

0.0560.056原子炉格納容器1次

多質点系モデル

(水平方向) (鉛直方向)

４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法
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○緊急時対策所(a-a'断面)について，多質点系モデルと等価な有限要素モデル(水平・鉛直同時加振モデル)を作成した。
○多質点系モデル及び有限要素モデルについて，固有値解析を実施した結果，水平方向・鉛直方向ともに固有周期はおおむね一致し，作

成した有限要素モデルが妥当であることを確認した。

③-1 緊急時対策所のモデル化(a-a'断面)

②ー①
緊急時対策所モデル

緊急時対策所
(a-a'断面) ②有限要素モデル①多質点系モデル

00.705×1040.705×104緊急時対策所
建屋

重量

(kN)
01.20×1041.20×104基礎版

01.91×1041.91×104

緊急時対策所モデルの重量比較

②有限要素モデル①多質点系モデル
緊急時対策所
(a-a'断面) 固有周期（s）固有周期（s）

0.0190.0201次水平

0.0090.0101次鉛直

緊急時対策所モデルの振動特性比較

(水平・鉛直方向)

多質点系モデル

４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法
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○緊急時対策所(b-b'断面)について，多質点系モデルと等価な有限要素モデル(水平・鉛直同時加振モデル)を作成した。
○多質点系モデル及び有限要素モデルについて，固有値解析を実施した結果，水平方向・鉛直方向ともに固有周期はおおむね一致し，作

成した有限要素モデルが妥当であることを確認した。

③-2 緊急時対策所のモデル化(b-b'断面)

②ー①
緊急時対策所モデル

緊急時対策所
(b-b'断面) ②有限要素モデル①多質点系モデル

00.705×1040.705×104緊急時対策所
建屋

重量

(kN)
01.20×1041.20×104基礎版

01.91×1041.91×104

緊急時対策所モデルの重量比較

緊急時対策所モデルの振動特性比較

②有限要素モデル①多質点系モデル
緊急時対策所
(b-b'断面) 固有周期（s）固有周期（s）

0.0220.0231次水平

0.0090.0101次鉛直

多質点系モデル

(水平・鉛直方向)

４．安定性評価に関する補足

４．１ 建屋のモデル化方法
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○審査ガイド※に準拠し，設定したすべり面について，要素の安全率が低い領域やモビライズド面との位置関係を踏まえ，設定したすべり面の妥当性を
確認する。

【検討内容】
○最小すべり安全率を示すすべり面について，最小すべり安全率発生時刻の応力状態を踏まえ，要素ごとの安全係数図及び主応力分布図を作成し，

設定したすべり面が要素の安全率が低い領域(せん断強度に達した要素や引張応力が発生した要素)を通るすべり面になっていることを確認する。
○最小すべり安全率を示すすべり面について，最小すべり安全率発生時刻の応力状態を踏まえ，モビライズド面図を作成し，設定したすべり面がモビ

ライズド面を通るすべり面になっていることを確認する。
○モビライズド面等からすべり面が想定される場合は，設定したすべり面と比較の上，必要に応じてすべり面を追加設定する。
○要素の安全率が低い領域及びモビライズド面の考え方はP124参照。

【検討結果】
○いずれの断面においても，下表及び次頁の表に示すとおり，設定したすべり面が要素の安全率が低い領域等を通るすべり安全率の厳しいすべり面

になっていることを確認した。

(次頁へ続く)

①検討内容及び検討結果(1/2)

４．安定性評価に関する補足

確認結果断面

【要素ごとの安全係数及び主応力分布(P126～P127参照)】
○引張応力が発生した要素の分布は局所的であり，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については局所的に分布

する引張応力が発生した要素(直応力が引張となる強度の低い要素も含む)を通っている。
○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

【モビライズド面(P128参照)】
○F-11断層から解析モデル右端に抜ける部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面が想定されるものの，当該すべり面を含む

範囲をパラメトリックに設定していることから，設定したすべり面の評価に包含される。

X-X'断面
(原子炉建屋
基礎地盤)

【要素ごとの安全係数及び主応力分布(P130～P131参照)】
○引張応力が発生した要素が斜面内に連続しているが，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については直応力が引張

となる強度の低い要素を通っている。
○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

【モビライズド面(P132参照)】
○モビライズド面から想定されるすべり面はないことを確認した。

Y-Y'断面
(原子炉建屋
基礎地盤)

※審査ガイド「４．１地震力に対する基礎地盤の安定性評価(２)確認事項」に記載されているすべり面設定上確認すべき事項に該当する項目。

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
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(前頁からの続き)

①検討内容及び検討結果(2/2)

確認結果断面

【要素ごとの安全係数及び主応力分布(P134～P135参照)】
○引張応力が発生した要素の分布は局所的であり，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-1断層を通るすべり面になっており，岩盤部については局所的に分布

する引張応力が発生した要素(直応力が引張となる強度の低い要素も含む)を通っている。
○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

【モビライズド面(P136参照)】
○解析モデル左端からF-1断層に至る部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面が想定されるものの，当該すべり面を含む範囲

をパラメトリックに設定していることから，設定したすべり面の評価に包含される。

a-a'断面
(緊急時対策
所基礎地盤)

【要素ごとの安全係数及び主応力分布(P138～P139参照)】
○引張応力が発生した要素が緊急時対策所指揮所周辺に連続しているが，せん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，直応力が引張となる強度の低い要素は限られるものの，引張応力が発生した要素を長く通

るすべり面になっている。
○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

【モビライズド面(P140参照)】
○モビライズド面から想定されるすべり面はないことを確認した。

b-b'断面
(緊急時対策
所基礎地盤)

【要素ごとの安全係数及び主応力分布(P142～P143参照)】
○引張応力が発生した要素が斜面中腹付近に連続しているが，せん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については直応力が引張

となる強度の低い要素を通っている。
○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

【モビライズド面(P144～P145参照)】
○F-11断層から斜面法尻に抜ける部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面が想定されるものの，そのすべり安全率は2.0(平

均強度)であり，設定したすべり面の最小すべり安全率1.6(平均強度)に包含される。

Y-Y'断面
(原子炉建屋
周辺斜面)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足
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(参考)要素の安全率が低い領域及びモビライズド面の考え方

JEAG4601-2008 より抜粋

【モビライズド面】
・モビライズド面：局所安全係数を示すすべり方向

○要素の安全率が低い領域及びモビライズド面の考え方を以下に示す。

すべり安全率算定フロー(強度の考え方) 局所安全係数及びモビライズド面の考え方

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

「せん断強度に達した要素」や「引張応力が発生した要素」
⇒「残留強度」又は「強度ゼロ」となり，要素の安全率が低くなる
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余白
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②-1 要素ごとの安全係数：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○引張応力が発生した要素の分布は局所的であり，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については局所的に分布する引

張応力が発生した要素(直応力が引張となる強度の低い要素も含む)を通っている(次頁参照)。
○なお，原子炉補助建屋底面に引張応力が発生した要素が連続しているが，これを通るすべり面の最小すべり安全率は8.0(平均強度)で

ある。

○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

要素ごとの安全係数図：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

２号炉
タービン建屋

出入管理建屋

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(-,+)
：7.54秒
：2.1(平均強度)
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②-2 主応力分布：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

凡 例
： せん断強度に達した要素を通るすべり面
： 引張応力が発生した要素を通るすべり面(直応力が引張となる場合は )
： せん断強度に達した要素及び引張応力が発生した要素を通るすべり面
： 上記以外

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

主応力分布図：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

２号炉
タービン建屋

出入管理建屋

原子炉建屋

原子炉
補助建屋
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②-3 モビライズド面：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○F-11断層から解析モデル右端に抜ける部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面(下図の青破線)が想定されるものの，当該すべり
面を含む範囲をパラメトリックに設定していることから，設定したすべり面の評価に包含される。

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

モビライズド面図：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

２号炉
タービン建屋

出入管理建屋

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

凡 例
： パラメトリックに設定している範囲
： 断層を通るすべり面
： 断層以外を通るすべり面
： モビライズド面を概ね通るすべり面

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(-,+)
：7.54秒
：2.1(平均強度)
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余白
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③-1 要素ごとの安全係数：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○引張応力が発生した要素が斜面内に連続しているが，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については直応力が引張となる

強度の低い要素を通っている(次頁参照)。

○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

要素ごとの安全係数図：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

原子炉建屋

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.54秒
：2.0(平均強度)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs
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③-2 主応力分布：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

凡 例
： せん断強度に達した要素を通るすべり面
： 引張応力が発生した要素を通るすべり面(直応力が引張となる場合は )
： せん断強度に達した要素及び引張応力が発生した要素を通るすべり面
： 上記以外

主応力分布図：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

原子炉建屋
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③-3 モビライズド面：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○モビライズド面から想定されるすべり面はないことを確認した。

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

モビライズド面図：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.54秒
：2.0(平均強度)

原子炉建屋

凡 例
： 断層を通るすべり面
： 断層以外を通るすべり面



133133

余白



134134

④-1 要素ごとの安全係数：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○引張応力が発生した要素の分布は局所的であり，岩盤部においてはせん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-1断層を通るすべり面になっており，岩盤部については局所的に分布する引

張応力が発生した要素(直応力が引張となる強度の低い要素も含む)を通っている(次頁参照)。

○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

待機所用
空調上屋

指揮所用
空調上屋

緊急時対策所
指揮所

緊急時対策所
待機所

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.53秒
：4.1(平均強度)
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④-2 主応力分布：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

待機所用
空調上屋

指揮所用
空調上屋

緊急時対策所
指揮所

緊急時対策所
待機所

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

凡 例
： せん断強度に達した要素を通るすべり面
： 引張応力が発生した要素を通るすべり面(直応力が引張となる場合は )
： せん断強度に達した要素及び引張応力が発生した要素を通るすべり面
： 上記以外

主応力分布図：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)
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④-3 モビライズド面：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○解析モデル左端からF-1断層に至る部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面(下図の青破線)が想定されるものの，当該すべり面を
含む範囲をパラメトリックに設定していることから，設定したすべり面の評価に包含される。

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

待機所用
空調上屋

指揮所用
空調上屋

緊急時対策所
指揮所

緊急時対策所
待機所

凡 例
： パラメトリックに設定している範囲
： 断層を通るすべり面
： 断層以外を通るすべり面
： モビライズド面を概ね通るすべり面

モビライズド面図：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.53秒
：4.1(平均強度)
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⑤-1 要素ごとの安全係数：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○引張応力が発生した要素が緊急時対策所指揮所周辺に連続しているが，せん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，直応力が引張となる強度の低い要素は限られるものの，引張応力が発生した要素を長く通るすべり

面になっている(次頁参照)。

○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

緊急時対策所指揮所

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

要素ごとの安全係数図：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.43秒
：5.0(平均強度)



139139

⑤-2 主応力分布：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

緊急時対策所指揮所

凡 例
： せん断強度に達した要素を通るすべり面
： 引張応力が発生した要素を通るすべり面(直応力が引張となる場合は )
： せん断強度に達した要素及び引張応力が発生した要素を通るすべり面
： 上記以外

主応力分布図：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)
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⑤-3 モビライズド面：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○モビライズド面から想定されるすべり面はないことを確認した。

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

緊急時対策所指揮所

モビライズド面図：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

凡 例
： 断層を通るすべり面
： 断層以外を通るすべり面

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.43秒
：5.0(平均強度)
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余白
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⑥-1 要素ごとの安全係数：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

○引張応力が発生した要素が斜面中腹付近に連続しているが，せん断強度に達した要素はない。
○最小すべり安全率を示すすべり面は，せん断強度が低いF-11断層を通るすべり面になっており，岩盤部については直応力が引張となる

強度の低い要素を通っている(次頁参照)。

○以上のことから，設定したすべり面については，すべり安全率の厳しいすべり面になっていることを確認した。

○なお，局所的ではあるが，原子炉建屋背後のT.P.32.8m盤付近に引張応力が発生した要素が分布していることから，当該要素を通るす
べり面についても，すべり安全率を算定した(P146参照)。

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

原子炉建屋

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

要素ごとの安全係数図：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.52秒
：1.6(平均強度)

T.P.32.8m盤



143143

⑥-2 主応力分布：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

主応力分布図：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

凡 例
： せん断強度に達した要素を通るすべり面
： 引張応力が発生した要素を通るすべり面(直応力が引張となる場合は )
： せん断強度に達した要素及び引張応力が発生した要素を通るすべり面
： 上記以外

原子炉建屋
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⑥-3 モビライズド面：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(1/2)

○F-11断層から斜面法尻に抜ける部分では，モビライズド面を概ね通るすべり面(下図の青破線)が想定されることから，すべり安全率を
算定した。

○モビライズド面より想定されるすべり面のすべり安全率は2.0(平均強度)であり，設定したすべり面の最小すべり安全率1.6(平均強度)
に包含される(次頁参照)。

モビライズド面図：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

原子炉建屋

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.52秒
：1.6(平均強度)

凡 例
： パラメトリックに設定している範囲
： 断層を通るすべり面
： 断層以外を通るすべり面
： モビライズド面を概ね通るすべり面
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設定したすべり面(すべり面形状No.2)モビライズド面より想定されるすべり面

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

⑥-3 モビライズド面：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(2/2)

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

: Ss3-4(+,+)
: 7.53秒
: 2.0

: Ss3-4(+,+)
: 7.52秒
: 1.6
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(参考)T.P.32.8m盤付近に引張応力が発生した要素を通るすべり面

○最小すべり安全率を示すすべり面(下図のすべり面①)における最小すべり安全率発生時刻の応力状態において，局所的ではあるが，原
子炉建屋背後のT.P.32.8m盤付近に引張応力が発生した要素が分布していることから，当該要素を通るすべり面(下図のすべり面②)
について，すべり安全率を算定した。

○すべり面②は，同応力状態におけるすべり安全率が37.1であり，時刻歴の最小すべり安全率が1.69であることから，評価基準値1.2を
上回ることを確認した。

原子炉建屋

４．２ 応力状態を考慮したすべり面
４．安定性評価に関する補足

要素ごとの安全係数図：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

原子炉建屋背後のT.P.32.8m盤付近の
引張応力が発生した要素を通るすべり面

(すべり面②)

最小すべり安全率を示すすべり面
(すべり面①)

・基準地震動
・時 刻

：Ss3-4(+,+)
：7.52秒

すべり面①

凡 例

：せん断強度に達した要素
：引張応力が発生した要素
：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

：断層を通るすべり面
：断層以外を通るすべり面

：すべり面②

すべり安全率時刻すべり面

37.17.52秒
すべり面②

1.697.45秒

1.677.52秒
(参考)

すべり面①

T.P.32.8m盤
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○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(1/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(1/8)

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

14.4
(+,+)

〔12.18〕

25.5
(+,+)

〔11.77〕

12.5
(+,+)

〔14.68〕

14.9
(+,+)

〔19.83〕

10.2
(+,+)

〔12.01〕

12.8
(+,+)

〔10.36〕

17.2
(+,+)
〔6.71〕

26.8
(+,+)

〔22.37〕

29.8
(+,+)

〔33.96〕

29.7
(+,+)

〔12.90〕

31.7
(+,+)

〔19.95〕

31.9
(+,+)

〔20.52〕

24.8
(+,+)

〔21.00〕

8.8
(+,+)

〔33.27〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.7
(-,+)

〔16.61〕

4.8
(-,+)
〔7.50〕

10.1
(+,+)
〔7.19〕

8.4
(-,+)
〔8.16〕

12.3
(+,+)
〔8.12〕

12.8
(+,+)
〔7.89〕

13.2
(+,+)

〔14.40〕

16.3
(-,+)

〔14.04〕

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

4.8

〔7.50〕

Ss3-4
(-,+)

1

原子炉建屋基礎底面を通るすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(2/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(2/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

8.0

〔7.51〕

Ss3-4
(+,+)

2

出入管理建屋から原子炉建屋基礎底面
を通るすべり面

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

8.9
(-,-)
〔6.74〕

8.0
(+,+)
〔7.51〕

15.5
(+,+)
〔8.23〕

13.5
(+,+)
〔6.21〕

17.3
(+,+)
〔8.13〕

15.3
(+,+)
〔7.87〕

17.8
(+,+)

〔14.40〕

23.4
(-,+)

〔14.31〕

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

24.3
(+,+)

〔12.17〕

34.4
(+,+)

〔11.28〕

20.1
(+,+)

〔14.42〕

19.2
(+,+)

〔19.82〕

16.3
(+,+)

〔12.01〕

17.5
(+,+)

〔10.36〕

23.0
(+,+)
〔6.69〕

38.2
(+,+)

〔22.36〕

49.6
(+,+)

〔33.29〕

48.8
(+,+)

〔12.43〕

54.5
(+,+)

〔13.89〕

55.7
(+,+)

〔20.52〕

33.4
(+,+)

〔20.99〕

12.9
(+,+)

〔24.17〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(3/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(3/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

3.1

〔7.50〕

Ss3-4
(-,+)

3

F-11断層左端からF-11断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.8
(+,+)

〔12.17〕

8.4
(+,+)

〔11.27〕

6.5
(+,+)

〔14.19〕

5.5
(+,+)

〔19.81〕

5.2
(+,+)

〔12.01〕

5.9
(+,+)

〔10.35〕

7.7
(+,+)
〔6.68〕

9.2
(+,+)

〔22.35〕

10.7
(+,+)

〔34.26〕

11.3
(+,+)

〔12.42〕

12.5
(+,+)

〔13.89〕

12.7
(+,+)

〔20.52〕

9.9
(+,+)

〔20.99〕

3.6
(+,+)

〔24.17〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.3
(-,-)

〔11.61〕

3.1
(-,+)
〔7.50〕

4.1
(+,+)
〔8.24〕

3.9
(-,+)
〔7.47〕

5.0
(-,+)
〔8.00〕

4.6
(-,+)
〔7.79〕

4.6
(+,+)

〔14.41〕

6.1
(-,+)

〔14.03〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

○すべり面形状No.3は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.4は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(4/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(4/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

2.5

〔7.51〕

Ss3-4
(-,+)

4

F-11断層左端からF-11断層を通り
原子炉建屋の南東側の地山の裾に抜けるすべり面

すべり安全率※3

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.4
(+,+)

〔12.17〕

10.5
(+,+)

〔11.27〕

6.2
(+,+)

〔14.18〕

5.2
(+,+)

〔19.81〕

4.9
(+,+)

〔12.01〕

6.6
(+,+)

〔10.35〕

7.1
(+,+)
〔6.70〕

9.6
(+,+)

〔22.35〕

10.9
(+,+)

〔34.26〕

13.1
(+,+)

〔12.42〕

13.2
(+,+)

〔19.95〕

13.7
(+,+)

〔20.51〕

12.1
(+,+)

〔20.80〕

3.7
(-,-)

〔40.30〕

すべり安全率※3

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.4
(-,-)

〔17.35〕

2.5
(-,+)
〔7.51〕

3.5
(+,+)
〔8.23〕

4.0
(-,+)
〔8.17〕

4.4
(-,+)
〔8.00〕

5.3
(+,+)
〔8.47〕

4.4
(+,+)

〔14.40〕

6.2
(-,+)

〔14.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.5は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(5/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(5/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

2.1
(1.8)

〔7.54〕

Ss3-4
(-,+)

5

F-11断層左端からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※3

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

7.0
(+,+)

〔12.36〕

9.2
(+,+)

〔11.19〕

6.6
(+,+)

〔14.31〕

5.9
(+,+)

〔19.96〕

6.1
(+,+)

〔12.01〕

7.1
(+,+)
〔9.68〕

7.2
(+,+)
〔7.83〕

13.8
(+,+)

〔32.67〕

9.8
(+,+)

〔31.76〕

11.1
(+,+)

〔20.52〕

13.1
(+,+)

〔26.42〕

12.8
(+,+)

〔20.66〕

9.1
(+,+)

〔20.89〕

4.3
(+,-)

〔40.30〕

すべり安全率※3

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.0
(-,-)

〔17.35〕

2.1
(-,+)
〔7.54〕

3.7
(+,+)
〔8.24〕

4.8
(+,+)
〔8.16〕

5.0
(+,+)
〔9.75〕

5.8
(-,+)

〔10.78〕

4.5
(+,+)

〔14.39〕

6.7
(+,+)

〔14.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 ()は物性のばらつきを考慮したすべり安全率を，
〔〕は発生時刻(秒)を示す。

※3 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の
すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.6は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(6/8)

すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(6/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

4.0

〔7.54〕

Ss3-4
(-,+)

6

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

9.4
(+,+)

〔12.16〕

13.6
(+,+)

〔10.63〕

8.9
(+,+)

〔14.17〕

7.5
(+,+)

〔19.79〕

7.8
(+,+)

〔12.00〕

8.8
(+,+)
〔9.49〕

8.8
(+,+)

〔10.03〕

10.7
(+,+)

〔22.34〕

10.7
(+,+)

〔34.24〕

13.2
(+,+)
〔13.0〕

13.3
(+,+)

〔31.73〕

13.9
(+,+)

〔20.80〕

13.6
(+,+)

〔24.68〕

6.0
(-,+)

〔31.27〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.8
(-,-)

〔17.35〕

4.0
(-,+)
〔7.54〕

5.5
(+,+)
〔8.22〕

6.5
(-,+)
〔8.14〕

6.6
(+,+)

〔10.78〕

7.3
(+,+)

〔10.80〕

5.7
(+,+)

〔14.36〕

8.2
(-,+)

〔14.02〕

2号炉タービン建屋基礎左端からF-8断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(7/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(7/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

2.4

〔7.53〕

Ss3-4
(-,+)

7

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

7.3
(+,+)

〔12.19〕

11.7
(+,+)
〔9.90〕

6.7
(+,+)

〔15.65〕

6.5
(+,+)

〔19.80〕

6.0
(+,+)

〔12.01〕

6.9
(+,+)

〔11.30〕

7.0
(+,+)
〔6.69〕

9.6
(+,+)

〔22.34〕

8.8
(+,+)

〔34.23〕

10.8
(+,+)

〔18.29〕

10.9
(+,+)

〔31.79〕

11.4
(+,+)

〔22.61〕

11.4
(+,+)

〔24.67〕

4.5
(+,-)

〔24.21〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.3
(-,-)

〔17.34〕

2.4
(-,+)
〔7.53〕

4.0
(+,+)
〔8.24〕

4.9
(-,+)
〔8.14〕

4.9
(+,+)
〔7.75〕

5.3
(+,+)

〔10.80〕

4.4
(+,+)

〔14.36〕

7.0
(-,+)

〔14.02〕

2号炉タービン建屋基礎左端からF-8断層を通り
原子炉建屋の南東側の地山の裾に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

○すべり面形状No.7は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)
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○すべり面形状No.8は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■X-X'断面(8/8)

島根案すべり安全率評価結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(8/8)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

2.2

〔7.53〕

Ss3-4
(-,+)

8

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

8.9
(+,+)

〔12.18〕

18.4
(+,+)

〔10.65〕

7.7
(+,+)

〔15.65〕

7.6
(+,+)

〔19.79〕

6.8
(+,+)

〔12.01〕

8.3
(+,+)

〔11.29〕

8.6
(+,+)
〔6.69〕

12.4
(+,+)

〔22.34〕

11.4
(+,+)

〔34.24〕

15.6
(+,+)

〔18.29〕

16.0
(+,+)

〔28.07〕

17.7
(+,+)

〔20.81〕

17.3
(+,+)

〔24.67〕

4.7
(-,-)

〔31.26〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.8
(+,+)
〔6.63〕

2.2
(-,+)
〔7.53〕

4.1
(+,+)
〔8.24〕

5.5
(-,+)
〔8.14〕

5.2
(+,+)
〔7.76〕

5.8
(+,+)

〔10.81〕

4.4
(+,+)

〔14.36〕

8.0
(-,+)

〔14.02〕

2号炉タービン建屋基礎左端からF-8断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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余白
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(1/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(1/14)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

3.0

〔7.56〕

Ss3-4
(-,+)

1

原子炉建屋基礎底面を通るすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

16.4
(+,+)

〔12.02〕

11.2
(+,+)

〔12.87〕

12.1
(+,+)

〔17.49〕

8.1
(+,+)

〔15.78〕

9.6
(+,+)

〔15.61〕

8.9
(+,+)

〔11.81〕

8.5
(+,+)
〔9.06〕

12.5
(+,+)

〔24.29〕

18.2
(+,+)

〔40.65〕

13.0
(+,+)

〔15.42〕

13.5
(+,+)

〔21.67〕

13.7
(+,+)

〔22.76〕

11.5
(+,+)

〔20.47〕

5.3
(-,-)

〔40.31〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.5
(-,-)

〔17.39〕

3.0
(-,+)
〔7.56〕

6.2
(-,+)
〔7.25〕

5.4
(-,+)
〔8.18〕

8.1
(-,+)
〔9.11〕

9.0
(+,+)
〔8.62〕

3.5
(+,+)

〔14.40〕

10.8
(+,+)

〔14.03〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(2/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(2/14)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.3

〔7.54〕

Ss3-4
(-,+)

2

原子炉建屋から
3号炉タービン建屋基礎底面を通るすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

27.8
(+,+)

〔12.27〕

19.1
(+,+)

〔12.85〕

20.1
(+,+)

〔17.48〕

14.6
(+,+)

〔15.78〕

15.8
(+,+)

〔15.60〕

14.4
(+,+)

〔11.47〕

13.6
(+,+)
〔9.04〕

20.9
(+,+)

〔24.28〕

32.2
(+,+)

〔34.45〕

22.7
(+,+)

〔15.41〕

23.6
(+,+)

〔21.66〕

23.8
(+,+)

〔22.75〕

18.5
(+,+)

〔20.46〕

9.9
(-,-)

〔24.16〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

9.9
(+,+)

〔11.61〕

6.3
(-,+)
〔7.54〕

11.8
(-,+)
〔8.25〕

11.7
(+,+)
〔8.17〕

14.0
(-,+)

〔10.81〕

15.2
(+,+)
〔7.79〕

8.9
(+,+)

〔14.40〕

16.9
(+,+)

〔14.03〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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○すべり面形状No.3は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(3/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(3/14)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

7.7

〔7.49〕

Ss3-4
(+,+)

3

原子炉建屋基礎左端からF-11断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

13.3
(+,+)

〔11.97〕

12.1
(+,+)

〔12.83〕

12.0
(+,+)

〔14.35〕

11.2
(+,+)

〔15.75〕

11.4
(+,+)

〔15.58〕

10.7
(+,+)

〔11.45〕

10.7
(+,+)
〔8.99〕

13.2
(+,+)

〔24.26〕

15.2
(+,+)

〔34.70〕

13.8
(+,+)

〔15.40〕

13.8
(+,+)

〔21.62〕

14.1
(+,+)

〔22.73〕

11.7
(+,+)

〔20.44〕

8.3
(-,-)

〔24.14〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

8.0
(+,-)

〔11.59〕

7.7
(+,+)
〔7.49〕

9.0
(-,+)
〔8.23〕

9.2
(-,+)
〔6.89〕

10.0
(+,+)
〔9.75〕

10.3
(+,+)
〔8.68〕

8.4
(-,+)

〔14.69〕

10.7
(+,+)

〔14.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(4/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(4/14)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

7.0

〔7.54〕

Ss3-4
(+,+)

4

原子炉建屋基礎左端からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

14.1
(+,+)

〔12.25〕

12.4
(+,+)

〔12.83〕

11.8
(+,+)

〔14.36〕

10.3
(+,+)

〔15.76〕

11.1
(+,+)

〔15.58〕

10.2
(+,+)

〔11.45〕

10.1
(+,+)
〔9.00〕

13.0
(+,+)

〔24.26〕

15.6
(+,+)

〔34.70〕

13.9
(+,+)

〔15.41〕

13.5
(+,+)

〔21.62〕

14.3
(+,+)

〔22.72〕

11.2
(+,+)

〔20.44〕

8.1
(-,-)

〔24.14〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.4
(+,-)

〔17.35〕

7.0
(+,+)
〔7.54〕

8.3
(-,+)
〔8.22〕

9.0
(+,+)
〔8.15〕

9.5
(+,+)
〔7.98〕

10.5
(+,+)
〔7.76〕

8.0
(-,+)

〔14.68〕

10.6
(+,+)

〔14.01〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

○すべり面形状No.4は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(5/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(5/14)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

10.8

〔7.51〕

Ss3-4
(+,+)

5

原子炉建屋基礎左端からF-8断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

26.3
(+,+)

〔10.91〕

24.3
(+,+)

〔10.21〕

23.2
(+,+)

〔17.40〕

18.0
(+,+)

〔15.73〕

21.7
(+,+)

〔15.59〕

19.4
(+,+)

〔11.46〕

18.1
(+,+)
〔9.03〕

24.9
(+,+)

〔24.27〕

28.4
(+,+)

〔36.53〕

25.2
(+,+)

〔15.40〕

23.8
(+,+)

〔22.30〕

25.4
(+,+)

〔22.71〕

21.8
(+,+)

〔20.42〕

15.0
(+,-)

〔31.29〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

14.6
(+,+)

〔17.32〕

10.8
(+,+)
〔7.51〕

15.3
(-,+)
〔7.18〕

16.3
(+,+)
〔8.16〕

16.8
(-,+)

〔10.81〕

18.3
(-,+)

〔10.82〕

13.6
(-,+)

〔14.38〕

18.6
(+,+)

〔14.32〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

○すべり面形状No.5は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※3：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(6/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(6/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.0
(1.7)

〔7.54〕

Ss3-4
(+,+)

6

すべり安全率※５

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.2
(+,+)

〔12.32〕

3.9
(+,+)

〔12.89〕

3.5
(+,+)

〔17.50〕

3.0
(+,+)

〔15.83〕

3.3
(+,+)

〔13.12〕

3.4
(+,+)

〔11.31〕

3.1
(+,+)
〔9.07〕

4.6
(+,+)

〔24.32〕

4.5
(+,+)

〔34.76〕

4.4
(+,+)

〔15.24〕

4.5
(+,+)

〔21.69〕

4.6
(+,+)

〔14.50〕

4.1
(+,+)

〔20.50〕

3.0
(-,-)

〔40.56〕

すべり安全率※５

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.8
(+,-)

〔16.65〕

2.0
(+,+)
〔7.54〕

2.8
(-,+)
〔8.27〕

3.5
(+,+)
〔8.19〕

3.1
(+,+)
〔9.78〕

3.5
(-,+)
〔8.90〕

3.5
(-,+)

〔14.23〕

3.3
(-,+)

〔14.85〕

解析モデル左端からF-11断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.3と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 ()は物性のばらつきを考慮したすべり安全率を，
〔〕は発生時刻(秒)を示す。

※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の
すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

θ2

θ1

○すべり面形状No.6は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)
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○すべり面形状No.7は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(7/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(7/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.1

〔7.52〕

Ss3-4
(+,+)

7

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.1
(+,+)

〔12.30〕

3.7
(+,+)

〔13.12〕

3.6
(+,+)

〔17.48〕

3.0
(+,+)

〔15.82〕

3.2
(+,+)

〔15.62〕

3.4
(+,+)

〔11.29〕

3.1
(+,+)
〔9.06〕

4.9
(+,+)

〔24.30〕

4.7
(+,+)

〔34.47〕

4.9
(+,+)

〔15.23〕

4.8
(+,+)

〔21.68〕

4.6
(+,+)

〔14.47〕

4.3
(+,+)

〔20.49〕

3.0
(-,-)

〔33.33〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.9
(+,-)

〔16.64〕

2.1
(+,+)
〔7.52〕

3.0
(-,+)
〔8.25〕

3.5
(-,+)
〔6.25〕

3.3
(+,+)
〔8.02〕

3.6
(-,+)
〔7.92〕

3.6
(-,+)

〔14.22〕

3.6
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.4と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線
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○すべり面形状No.8は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(8/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(8/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.3

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

8

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.7
(+,+)

〔11.01〕

4.4
(+,+)

〔13.14〕

3.9
(+,+)

〔17.49〕

3.5
(+,+)

〔15.82〕

3.7
(+,+)

〔13.11〕

3.7
(+,+)

〔11.30〕

3.6
(+,+)
〔9.06〕

5.0
(+,+)

〔24.31〕

5.0
(+,+)

〔34.76〕

4.9
(+,+)

〔15.24〕

5.0
(+,+)

〔21.70〕

5.1
(+,+)

〔22.72〕

4.6
(+,+)

〔20.49〕

3.4
(-,+)

〔40.53〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.2
(+,-)

〔16.63〕

2.3
(+,+)
〔7.53〕

3.1
(-,+)
〔8.27〕

3.9
(-,+)
〔9.54〕

3.4
(+,+)
〔9.78〕

3.7
(+,+)
〔8.68〕

3.9
(-,+)

〔14.23〕

3.7
(-,+)

〔14.85〕

解析モデル左端からF-11断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.5と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線
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○すべり面形状No.9は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(9/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(9/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.4

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

9

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.7
(+,+)

〔12.29〕

4.1
(+,+)

〔13.12〕

4.0
(+,+)

〔17.48〕

3.5
(+,+)

〔15.81〕

3.7
(+,+)

〔15.61〕

3.7
(+,+)

〔11.29〕

3.5
(+,+)
〔9.05〕

5.2
(+,+)

〔24.29〕

5.0
(+,+)

〔34.47〕

5.2
(+,+)

〔15.22〕

5.2
(+,+)

〔21.66〕

5.1
(+,+)

〔14.47〕

4.7
(+,+)

〔20.48〕

3.4
(-,-)

〔33.32〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.2
(+,-)

〔16.63〕

2.4
(+,+)
〔7.53〕

3.3
(-,+)
〔8.25〕

3.9
(+,+)
〔8.16〕

3.7
(+,+)
〔8.00〕

3.9
(+,+)
〔8.67〕

4.0
(-,+)

〔14.23〕

3.8
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.6と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線

θ2

θ1
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○すべり面形状No.10は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)
をパラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(10/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(10/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.7

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

10

解析モデル左端からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.4
(+,+)

〔11.01〕

5.5
(+,+)

〔13.13〕

4.8
(+,+)

〔17.49〕

4.6
(+,+)

〔15.81〕

4.7
(+,+)

〔13.10〕

4.6
(+,+)

〔11.31〕

4.4
(+,+)
〔9.06〕

6.2
(+,+)

〔24.29〕

6.5
(+,+)

〔34.74〕

6.1
(+,+)

〔15.45〕

6.3
(+,+)

〔21.66〕

6.2
(+,+)

〔22.72〕

5.7
(+,+)

〔20.46〕

4.0
(+,-)

〔40.30〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.0
(+,-)

〔17.38〕

2.7
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.26〕

4.6
(+,+)
〔8.17〕

4.2
(+,+)
〔9.78〕

4.6
(-,+)

〔10.81〕

4.6
(-,+)

〔14.68〕

4.7
(-,+)

〔14.84〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.7と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線
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○すべり面形状No.11は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)
をパラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(11/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(11/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.8

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

11

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.2
(+,+)

〔12.28〕

5.3
(+,+)

〔13.12〕

5.0
(+,+)

〔17.48〕

4.6
(+,+)

〔15.80〕

4.6
(+,+)

〔15.60〕

4.7
(+,+)

〔11.29〕

4.4
(+,+)
〔9.05〕

6.4
(+,+)

〔24.28〕

6.6
(+,+)

〔34.73〕

6.4
(+,+)

〔15.43〕

6.4
(+,+)

〔21.65〕

6.6
(+,+)

〔22.72〕

5.8
(+,+)

〔20.46〕

4.2
(-,-)

〔40.50〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.0
(-,+)
〔6.64〕

2.8
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.25〕

4.5
(+,+)
〔8.16〕

4.4
(+,+)
〔8.00〕

4.9
(-,+)

〔10.78〕

4.8
(-,+)

〔14.67〕

4.9
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.8と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線
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○すべり面形状No.12は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)
をパラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(12/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(12/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.5

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

12

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

5.6
(+,+)

〔12.30〕

4.8
(+,+)

〔13.11〕

4.5
(+,+)

〔17.49〕

3.9
(+,+)

〔15.81〕

4.1
(+,+)

〔15.61〕

4.6
(+,+)

〔11.96〕

3.9
(+,+)
〔9.06〕

6.2
(+,+)

〔24.30〕

5.9
(+,+)

〔34.75〕

6.2
(+,+)

〔15.23〕

6.0
(+,+)

〔21.67〕

6.0
(+,+)

〔14.47〕

5.5
(+,+)

〔20.48〕

3.8
(-,-)

〔33.33〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.5
(+,-)

〔17.39〕

2.5
(+,+)
〔7.53〕

3.6
(-,+)
〔8.27〕

4.2
(+,+)
〔8.17〕

4.1
(-,+)
〔7.77〕

4.5
(-,+)
〔8.91〕

4.7
(-,+)

〔14.40〕

4.5
(-,+)

〔14.85〕

地表からF-8断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.9と同じ
すべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線
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○すべり面形状No.13は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(13/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(13/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.7

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

13

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.1
(+,+)

〔12.27〕

5.2
(+,+)

〔13.11〕

4.8
(+,+)

〔17.49〕

4.4
(+,+)

〔15.81〕

4.5
(+,+)

〔15.60〕

4.8
(+,+)

〔11.29〕

4.2
(+,+)
〔9.05〕

6.4
(+,+)

〔24.29〕

6.2
(+,+)

〔34.75〕

6.4
(+,+)

〔15.23〕

6.3
(+,+)

〔21.66〕

6.5
(+,+)

〔22.72〕

5.8
(+,+)

〔20.47〕

4.1
(-,+)

〔40.52〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.9
(+,-)
〔6.80〕

2.7
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.27〕

4.5
(+,+)
〔8.17〕

4.2
(-,+)
〔7.77〕

4.7
(-,+)

〔10.81〕

4.9
(-,+)

〔14.69〕

4.8
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-8断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.10と同
じすべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.14は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(14/14)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(14/14)

最小すべり安全率※4基準地震動※3すべり面形状※1,2No.

2.9

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

14

すべり安全率※6

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

7.6
(+,+)

〔12.26〕

6.2
(+,+)

〔13.12〕

5.7
(+,+)

〔17.49〕

5.4
(+,+)

〔15.80〕

5.3
(+,+)

〔15.60〕

5.5
(+,+)

〔11.30〕

5.0
(+,+)
〔9.05〕

7.2
(+,+)

〔24.27〕

7.4
(+,+)

〔34.74〕

7.2
(+,+)

〔15.45〕

7.2
(+,+)

〔21.65〕

7.3
(+,+)

〔22.71〕

6.6
(+,+)

〔20.45〕

4.6
(-,+)

〔40.50〕

すべり安全率※6

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.5
(-,+)
〔6.64〕

2.9
(+,+)
〔7.53〕

4.4
(-,+)
〔8.26〕

5.1
(+,+)
〔8.16〕

4.7
(-,+)
〔7.77〕

5.2
(-,+)

〔10.80〕

5.2
(-,+)

〔14.67〕

5.7
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-8断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)のすべり面形状No.11と同
じすべり面形状。

※2 すべり面形状No.6～No.14については，F-11断層及びF-8断
層の分布を考慮し，斜面内を通るすべり面となっており，いず
れも斜面崩壊に対する安全性を評価するすべり面であること
から，周辺斜面のすべりとしているものの，原子炉建屋基礎底
面下方を通るすべり面であることから，基礎地盤のすべりとし
ても，すべり安全率を算定した。

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※4 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※5 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※6 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※5：岩級区分線
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(1/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(1/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

9.7

〔11.63〕

Ss3-5
(+,+)

1

緊急時対策所指揮所基礎底面を通るすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

29.7
(+,+)

〔12.19〕

30.2
(+,+)

〔11.30〕

21.6
(+,+)

〔15.80〕

21.4
(+,+)

〔19.92〕

23.4
(+,+)

〔12.03〕

19.1
(+,+)

〔10.37〕

26.2
(+,+)

〔10.16〕

42.2
(+,+)

〔22.47〕

46.0
(+,+)

〔34.66〕

38.5
(+,+)

〔12.53〕

50.1
(+,+)

〔21.67〕

49.7
(+,+)

〔15.14〕

32.4
(+,+)

〔20.92〕

12.4
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

9.7
(+,+)

〔11.63〕

12.6
(+,+)
〔7.47〕

15.6
(-,+)
〔8.26〕

13.0
(-,+)
〔7.49〕

17.7
(-,+)
〔7.74〕

17.1
(-,+)
〔8.47〕

18.3
(+,+)

〔15.19〕

19.1
(+,+)

〔16.91〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(2/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(2/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

10.8

〔11.63〕

Ss3-5
(-,-)

2

緊急時対策所待機所基礎底面を通るすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

31.1
(+,+)

〔12.19〕

35.5
(+,+)

〔11.30〕

27.5
(+,+)

〔15.80〕

23.9
(+,+)

〔19.83〕

24.8
(+,+)

〔12.03〕

21.4
(+,+)

〔10.37〕

28.7
(+,+)

〔13.81〕

40.1
(+,+)

〔22.38〕

44.9
(+,+)

〔34.28〕

43.0
(+,+)

〔13.05〕

64.8
(+,+)

〔21.01〕

66.9
(+,+)

〔14.25〕

36.7
(+,+)

〔20.92〕

13.7
(+,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

10.8
(-,-)

〔11.63〕

17.4
(+,+)
〔7.48〕

17.0
(+,+)
〔8.26〕

16.5
(-,+)
〔7.49〕

18.9
(+,+)
〔7.74〕

19.7
(+,+)
〔7.89〕

17.2
(+,+)

〔14.73〕

18.1
(+,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。



173173

すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(3/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(3/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.3

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

3

緊急時対策所指揮所基礎左端を通り
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

13.9
(+,+)

〔12.39〕

16.0
(+,+)

〔11.22〕

10.9
(+,+)

〔15.79〕

11.3
(+,+)

〔19.92〕

12.7
(+,+)

〔11.65〕

12.2
(+,+)

〔11.65〕

12.4
(+,+)

〔10.17〕

17.0
(+,+)

〔22.47〕

17.7
(+,+)

〔35.15〕

16.3
(+,+)

〔12.53〕

18.7
(+,+)

〔21.68〕

18.7
(+,+)

〔15.13〕

14.0
(+,+)

〔20.92〕

7.1
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.3
(+,-)

〔11.63〕

7.5
(+,+)
〔7.49〕

8.3
(-,+)
〔8.26〕

8.1
(+,+)
〔7.49〕

9.2
(-,+)
〔7.74〕

9.6
(-,+)
〔7.89〕

9.4
(-,+)

〔14.73〕

11.2
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(4/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(4/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

5.7

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

4

緊急時対策所待機所基礎左端を通り
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

13.1
(+,+)

〔12.39〕

15.1
(+,+)

〔11.22〕

10.0
(+,+)

〔15.80〕

10.4
(+,+)

〔19.92〕

11.9
(+,+)

〔11.65〕

11.4
(+,+)

〔11.65〕

11.6
(+,+)

〔10.17〕

16.4
(+,+)

〔22.47〕

17.0
(+,+)

〔35.15〕

15.4
(+,+)

〔12.53〕

17.8
(+,+)

〔21.68〕

18.1
(+,+)

〔15.13〕

13.1
(+,+)

〔20.92〕

6.5
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

5.7
(+,-)

〔11.63〕

6.8
(+,+)
〔7.49〕

7.6
(-,+)
〔8.26〕

7.2
(+,+)
〔7.49〕

8.6
(-,+)
〔7.74〕

8.8
(-,+)
〔7.89〕

8.8
(-,+)

〔14.73〕

10.4
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(5/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(5/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

7.1

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

5

指揮所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

15.2
(+,+)

〔11.00〕

17.3
(+,+)

〔11.21〕

12.0
(+,+)

〔15.79〕

12.5
(+,+)

〔19.92〕

14.0
(+,+)

〔11.64〕

13.4
(+,+)

〔11.64〕

13.5
(+,+)

〔10.16〕

18.2
(+,+)

〔22.47〕

19.0
(+,+)

〔35.15〕

17.4
(+,+)

〔12.53〕

20.1
(+,+)

〔21.68〕

20.0
(+,+)

〔14.17〕

15.4
(+,+)

〔20.92〕

7.9
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.1
(+,-)

〔11.63〕

8.3
(+,+)
〔7.49〕

9.2
(-,+)
〔8.26〕

9.2
(+,+)
〔7.49〕

10.0
(-,+)
〔7.74〕

10.5
(-,+)
〔8.47〕

10.3
(-,+)

〔14.73〕

12.3
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(6/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(6/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.2

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

6

待機所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

14.1
(+,+)

〔12.39〕

16.4
(+,+)

〔11.22〕

10.7
(+,+)

〔15.80〕

11.2
(+,+)

〔19.92〕

12.8
(+,+)

〔11.65〕

12.3
(+,+)

〔11.65〕

12.4
(+,+)

〔10.17〕

17.9
(+,+)

〔22.47〕

18.6
(+,+)

〔35.15〕

16.9
(+,+)

〔12.53〕

19.5
(+,+)

〔21.68〕

19.8
(+,+)

〔15.13〕

14.1
(+,+)

〔20.92〕

6.9
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.2
(+,-)

〔11.63〕

7.2
(+,+)
〔7.49〕

8.1
(-,+)
〔8.26〕

7.7
(+,+)
〔7.49〕

9.3
(-,+)
〔7.74〕

9.4
(-,+)
〔7.89〕

9.5
(-,+)

〔14.73〕

11.2
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(7/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(7/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.6

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

7

緊急時対策所指揮所基礎左端を通り
T.P.21m小段法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

16.7
(+,+)

〔12.39〕

19.6
(+,+)

〔11.22〕

12.7
(+,+)

〔15.80〕

13.4
(+,+)

〔19.92〕

15.1
(+,+)

〔11.65〕

14.4
(+,+)

〔11.65〕

14.8
(+,+)

〔10.17〕

21.4
(+,+)

〔22.47〕

22.5
(+,+)

〔35.15〕

20.1
(+,+)

〔12.53〕

23.6
(+,+)

〔21.68〕

23.5
(+,+)

〔15.13〕

16.9
(+,+)

〔20.92〕

7.8
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.6
(+,-)

〔11.63〕

8.7
(+,+)
〔7.49〕

9.5
(-,+)
〔8.26〕

8.9
(+,+)
〔7.49〕

10.5
(-,+)
〔7.74〕

10.9
(+,+)
〔7.81〕

10.8
(-,+)

〔14.73〕

12.5
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(8/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(8/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.2

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

8

緊急時対策所待機所基礎左端を通り
T.P.21m小段法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

15.9
(+,+)

〔12.39〕

18.8
(+,+)

〔11.22〕

11.7
(+,+)

〔15.80〕

12.5
(+,+)

〔19.92〕

14.4
(+,+)

〔11.65〕

13.6
(+,+)

〔11.65〕

14.1
(+,+)

〔10.17〕

21.0
(+,+)

〔22.47〕

21.9
(+,+)

〔35.15〕

19.3
(+,+)

〔12.53〕

22.9
(+,+)

〔21.68〕

23.0
(+,+)

〔15.14〕

16.0
(+,+)

〔20.92〕

7.4
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.2
(+,-)

〔11.63〕

7.9
(+,+)
〔7.48〕

8.9
(+,+)
〔7.11〕

8.2
(+,+)
〔7.49〕

10.0
(-,+)
〔7.74〕

10.2
(-,+)
〔7.89〕

10.2
(-,+)

〔14.73〕

11.8
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(9/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(9/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

7.3

〔11.63〕

Ss3-5
(+,-)

9

指揮所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.21m小段法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

18.0
(+,+)

〔12.39〕

21.0
(+,+)

〔11.22〕

14.0
(+,+)

〔15.80〕

14.8
(+,+)

〔19.92〕

16.7
(+,+)

〔11.65〕

15.8
(+,+)

〔11.65〕

16.2
(+,+)

〔10.17〕

22.8
(+,+)

〔22.47〕

23.8
(+,+)

〔35.15〕

21.3
(+,+)

〔12.53〕

25.1
(+,+)

〔21.68〕

24.9
(+,+)

〔15.13〕

18.4
(+,+)

〔20.92〕

8.7
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.3
(+,-)

〔11.63〕

9.7
(+,+)
〔7.49〕

10.5
(-,+)
〔8.26〕

10.1
(+,+)
〔7.49〕

11.4
(-,+)
〔7.74〕

11.9
(-,+)
〔8.47〕

11.6
(-,+)

〔14.73〕

13.5
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(10/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(10/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.1

〔11.63〕

Ss3-5
(+,+)

10

待機所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.21m小段法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

15.6
(+,+)

〔12.39〕

18.7
(+,+)

〔11.22〕

11.4
(+,+)

〔15.80〕

12.1
(+,+)

〔19.92〕

14.1
(+,+)

〔11.65〕

13.3
(+,+)

〔11.65〕

13.7
(+,+)

〔10.17〕

20.8
(+,+)

〔22.48〕

21.8
(+,+)

〔35.15〕

19.3
(+,+)

〔12.53〕

22.7
(+,+)

〔21.68〕

23.0
(+,+)

〔15.13〕

15.7
(+,+)

〔20.92〕

7.1
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.1
(+,+)

〔11.63〕

7.7
(+,+)
〔7.48〕

8.6
(-,+)
〔8.26〕

7.9
(+,+)
〔7.49〕

9.8
(-,+)
〔7.74〕

9.8
(-,+)
〔7.89〕

10.0
(-,+)

〔14.73〕

11.4
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(11/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(11/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.3

〔11.64〕

Ss3-5
(-,-)

11

緊急時対策所指揮所基礎左端を通り
T.P.31m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

19.8
(+,+)

〔12.39〕

23.9
(+,+)

〔11.22〕

14.4
(+,+)

〔15.80〕

15.7
(+,+)

〔19.92〕

17.8
(+,+)

〔11.65〕

16.8
(+,+)

〔11.65〕

17.6
(+,+)

〔10.17〕

27.7
(+,+)

〔22.48〕

29.0
(+,+)

〔35.15〕

25.5
(+,+)

〔12.53〕

30.6
(+,+)

〔21.68〕

29.7
(+,+)

〔15.14〕

20.0
(+,+)

〔20.93〕

8.5
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.3
(-,-)

〔11.64〕

9.8
(+,+)
〔7.52〕

10.6
(+,+)
〔7.11〕

9.4
(+,+)
〔7.49〕

12.1
(-,+)
〔7.75〕

12.1
(-,+)
〔8.48〕

12.1
(-,+)

〔14.73〕

13.9
(+,+)

〔16.91〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(12/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(12/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.7

〔11.63〕

Ss3-5
(+,+)

12

緊急時対策所待機所基礎左端を通り
T.P.31m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

20.2
(+,+)

〔12.39〕

24.7
(+,+)

〔11.22〕

14.3
(+,+)

〔15.80〕

15.6
(+,+)

〔19.92〕

18.2
(+,+)

〔11.65〕

16.5
(+,+)

〔10.37〕

17.8
(+,+)

〔10.17〕

29.0
(+,+)

〔22.48〕

30.2
(+,+)

〔35.15〕

25.8
(+,+)

〔12.53〕

31.5
(+,+)

〔21.68〕

30.8
(+,+)

〔15.14〕

20.3
(+,+)

〔20.93〕

8.5
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.7
(+,+)

〔11.63〕

9.1
(+,+)
〔7.48〕

10.5
(+,+)
〔7.11〕

9.4
(+,+)
〔7.49〕

12.2
(-,+)
〔7.75〕

12.2
(-,+)
〔7.89〕

12.2
(-,+)

〔14.73〕

13.9
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。



183183

すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(13/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(13/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

5.7

〔11.64〕

Ss3-5
(-,-)

13

指揮所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.31m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

20.7
(+,+)

〔12.39〕

24.8
(+,+)

〔11.22〕

15.4
(+,+)

〔15.80〕

16.6
(+,+)

〔19.92〕

19.1
(+,+)

〔11.65〕

17.9
(+,+)

〔11.65〕

18.4
(+,+)

〔10.17〕

28.1
(+,+)

〔22.48〕

29.6
(+,+)

〔35.15〕

25.6
(+,+)

〔12.53〕

31.3
(+,+)

〔21.68〕

30.5
(+,+)

〔15.14〕

21.0
(+,+)

〔20.93〕

9.1
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

5.7
(-,-)

〔11.64〕

10.4
(+,+)
〔7.52〕

11.4
(-,+)
〔8.26〕

10.1
(+,+)
〔7.49〕

12.6
(-,+)
〔7.74〕

12.9
(+,+)
〔7.81〕

12.7
(-,+)

〔14.73〕

14.3
(+,+)

〔16.91〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(14/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(14/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.6

〔11.63〕

Ss3-5
(+,+)

14

待機所用空調上屋基礎左端を通り
T.P.31m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

20.0
(+,+)

〔12.39〕

24.8
(+,+)

〔11.22〕

13.9
(+,+)

〔15.80〕

15.0
(+,+)

〔19.92〕

17.6
(+,+)

〔12.03〕

15.4
(+,+)

〔10.37〕

17.3
(+,+)

〔10.17〕

28.1
(+,+)

〔22.48〕

30.0
(+,+)

〔35.15〕

25.9
(+,+)

〔12.53〕

31.0
(+,+)

〔21.68〕

30.8
(+,+)

〔15.14〕

20.1
(+,+)

〔20.93〕

8.2
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.6
(+,+)

〔11.63〕

8.7
(+,+)
〔7.48〕

10.3
(+,+)
〔7.11〕

9.2
(+,+)
〔7.49〕

11.9
(-,+)
〔7.75〕

11.8
(-,+)
〔7.89〕

12.3
(-,+)

〔14.73〕

13.6
(-,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(15/15)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■a-a'断面(15/15)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

4.1
(3.3)

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

15

解析モデル左端からF-1断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※3

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

11.7
(+,+)

〔12.04〕

15.6
(+,+)

〔11.18〕

10.7
(+,+)

〔14.32〕

9.5
(+,+)

〔19.96〕

12.2
(+,+)

〔11.42〕

11.3
(+,+)
〔9.68〕

12.6
(+,+)
〔7.83〕

20.5
(+,+)

〔29.16〕

16.0
(+,+)

〔31.78〕

16.0
(+,+)

〔20.56〕

19.1
(+,+)

〔26.44〕

20.0
(+,+)

〔20.66〕

15.8
(+,+)

〔20.91〕

7.6
(+,-)

〔40.28〕

すべり安全率※3

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.0
(+,-)

〔17.37〕

4.1
(+,+)
〔7.53〕

7.3
(-,+)
〔8.25〕

8.5
(+,+)
〔8.16〕

8.8
(-,+)
〔7.78〕

10.2
(-,+)

〔10.84〕

7.7
(-,+)

〔14.37〕

11.7
(+,+)

〔13.99〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

○すべり面形状No.15は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 ()は物性のばらつきを考慮したすべり安全率を，
〔〕は発生時刻(秒)を示す。

※3 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の
すべり安全率の最小値を示す。
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余白
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(1/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(1/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

9.3

〔11.63〕

Ss3-5
(-,-)

1

緊急時対策所指揮所基礎底面を通るすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

35.7
(+,+)

〔12.29〕

28.9
(+,+)

〔12.87〕

28.0
(+,+)

〔15.53〕

21.8
(+,+)

〔15.78〕

25.5
(+,+)

〔15.61〕

17.3
(+,+)

〔12.50〕

20.4
(+,+)
〔9.02〕

41.0
(+,+)

〔24.29〕

55.5
(+,+)

〔34.74〕

45.6
(+,+)

〔15.44〕

41.7
(+,+)

〔22.35〕

45.4
(+,+)

〔14.45〕

27.6
(+,+)

〔20.48〕

10.0
(+,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

9.3
(-,-)

〔11.63〕

9.7
(+,+)
〔7.39〕

13.6
(+,+)
〔8.26〕

14.1
(-,+)
〔8.18〕

18.4
(+,+)
〔8.03〕

15.8
(-,+)
〔7.81〕

11.4
(+,+)

〔14.73〕

15.3
(+,+)

〔16.02〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(2/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(2/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

6.8

〔16.16〕

Ss3-5
(+,-)

2

緊急時対策所指揮所基礎左端を通り
緊急時対策所下部斜面法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

17.6
(+,+)

〔12.27〕

15.8
(+,+)

〔12.86〕

15.6
(+,+)

〔14.38〕

12.3
(+,+)

〔15.77〕

14.8
(+,+)

〔15.60〕

14.9
(+,+)

〔10.12〕

12.0
(+,+)
〔9.02〕

22.5
(+,+)

〔24.29〕

23.6
(+,+)

〔34.72〕

23.4
(+,+)

〔15.20〕

22.7
(+,+)

〔21.65〕

20.2
(+,+)

〔14.45〕

17.5
(+,+)

〔20.47〕

8.8
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.8
(+,-)

〔16.16〕

7.3
(+,+)
〔7.43〕

10.3
(-,+)
〔8.26〕

11.5
(-,+)
〔6.92〕

12.4
(-,+)
〔7.74〕

11.0
(-,+)
〔7.89〕

10.7
(-,+)

〔14.90〕

12.1
(+,+)

〔16.91〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(3/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(3/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

5.3

〔16.16〕

Ss3-5
(+,-)

3

T.P.39m盤法尻から緊急時対策所指揮所
下部斜面法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

20.1
(+,+)

〔12.27〕

13.6
(+,+)

〔12.10〕

14.0
(+,+)

〔15.62〕

9.7
(+,+)

〔15.77〕

16.0
(+,+)

〔15.60〕

12.1
(+,+)

〔12.57〕

9.6
(+,+)
〔9.01〕

33.9
(+,+)

〔22.28〕

31.6
(+,+)

〔34.70〕

29.7
(+,+)

〔13.54〕

33.3
(+,+)

〔21.64〕

22.5
(+,+)

〔14.44〕

25.1
(+,+)

〔20.46〕

8.1
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

5.3
(+,-)

〔16.16〕

5.4
(+,+)
〔7.44〕

9.4
(-,+)
〔6.89〕

9.6
(+,+)
〔7.02〕

11.6
(-,+)
〔8.13〕

8.7
(-,+)
〔7.89〕

9.7
(+,+)

〔16.23〕

9.7
(+,+)

〔16.75〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(4/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(4/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

5.0
(4.3)

〔7.43〕

Ss3-4
(+,+)

4

T.P.39m盤法尻から緊急時対策所指揮所
下部下段斜面法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

22.3
(+,+)

〔12.27〕

16.4
(+,+)

〔12.10〕

16.7
(+,+)

〔15.63〕

11.7
(+,+)

〔15.78〕

17.5
(+,+)

〔15.60〕

15.3
(+,+)

〔12.50〕

11.4
(+,+)
〔9.01〕

34.9
(+,+)

〔24.29〕

32.9
(+,+)

〔34.72〕

34.6
(+,+)

〔13.54〕

31.1
(+,+)

〔21.64〕

25.6
(+,+)

〔14.44〕

23.2
(+,+)

〔20.46〕

9.0
(-,-)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.0
(+,-)

〔16.16〕

5.0
(+,+)
〔7.43〕

10.6
(+,+)
〔8.26〕

12.5
(-,+)
〔8.18〕

14.0
(-,+)
〔8.13〕

10.9
(-,+)
〔7.89〕

12.3
(+,+)

〔16.23〕

13.1
(+,+)

〔16.75〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 ()は物性のばらつきを考慮したすべり安全率を，
〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(5/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(5/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

8.4

〔11.62〕

Ss3-5
(+,-)

5

緊急時対策所指揮所基礎左端を通り
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

18.0
(+,+)

〔12.27〕

16.3
(+,+)

〔12.85〕

16.3
(+,+)

〔16.83〕

13.2
(+,+)

〔15.78〕

15.1
(+,+)

〔15.60〕

15.0
(+,+)

〔11.48〕

12.9
(+,+)
〔9.02〕

22.0
(+,+)

〔24.29〕

23.5
(+,+)

〔34.72〕

22.5
(+,+)

〔15.20〕

22.1
(+,+)

〔21.65〕

20.7
(+,+)

〔14.44〕

17.7
(+,+)

〔20.46〕

9.8
(-,+)

〔24.17〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

8.4
(+,-)

〔11.62〕

10.2
(+,+)
〔7.51〕

11.8
(-,+)
〔8.26〕

12.1
(-,+)
〔6.92〕

13.6
(-,+)
〔7.73〕

12.7
(+,+)
〔7.80〕

12.6
(-,+)

〔14.72〕

14.1
(+,+)

〔16.90〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(6/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(6/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

7.7

〔11.62〕

Ss3-5
(+,+)

6

T.P.39m盤法尻から
T.P.10m盤法尻に抜けるすべり面

すべり安全率

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

17.4
(+,+)

〔12.27〕

15.7
(+,+)

〔12.85〕

15.6
(+,+)

〔16.83〕

11.8
(+,+)

〔15.78〕

14.5
(+,+)

〔15.59〕

14.6
(+,+)

〔11.48〕

11.5
(+,+)
〔9.02〕

23.2
(+,+)

〔24.28〕

24.4
(+,+)

〔34.73〕

24.0
(+,+)

〔15.20〕

22.7
(+,+)

〔21.65〕

20.1
(+,+)

〔14.44〕

17.7
(+,+)

〔20.46〕

9.0
(-,+)

〔24.18〕

すべり安全率

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

7.7
(+,+)

〔11.62〕

9.2
(+,+)
〔7.48〕

11.2
(-,+)
〔8.26〕

11.4
(-,+)
〔6.92〕

13.6
(-,+)
〔7.74〕

11.6
(-,+)
〔7.88〕

12.7
(-,+)

〔14.42〕

13.6
(-,+)

〔16.01〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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すべり安全率評価結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(7/7)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■b-b'断面(7/7)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

5.2

〔7.53〕

Ss3-4
(-,+)

7※3

F-1断層左端から
緊急時対策所指揮所基礎右端に抜けるすべり面

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

19.4
(+,+)

〔11.11〕

12.3
(+,+)

〔12.00〕

11.6
(+,+)

〔15.52〕

11.9
(+,+)

〔15.66〕

10.2
(+,+)

〔13.22〕

8.4
(+,+)

〔12.48〕

12.1
(+,+)
〔9.90〕

18.4
(+,+)

〔23.00〕

19.1
(+,+)

〔32.62〕

21.1
(+,+)

〔13.08〕

20.3
(+,+)

〔22.97〕

18.4
(+,+)

〔14.34〕

18.1
(+,+)

〔20.59〕

8.0
(+,-)

〔24.18〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

6.0
(-,-)

〔17.38〕

5.2
(-,+)
〔7.53〕

7.5
(+,+)
〔8.26〕

8.3
(-,+)
〔8.17〕

9.7
(-,+)
〔8.00〕

12.0
(-,+)
〔7.79〕

10.7
(+,+)

〔14.39〕

14.3
(+,+)

〔16.01〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ

○すべり面形状No.7は，岩盤内を通る角度(θ)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 当該すべり面については，MMR(設計基準強度18N/mm2)が

神恵内層に比べて十分な強度を有していることから，MMRを
通らないすべり面とした。

※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の
すべり安全率の最小値を示す。

MMR
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余白
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(1/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(1/11)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

1.7

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

1

すべり安全率※3

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

2.9
(+,+)

〔12.32〕

2.9
(+,+)

〔12.15〕

2.6
(+,+)

〔17.50〕

2.2
(+,+)

〔15.83〕

2.5
(+,+)

〔13.13〕

2.5
(+,+)

〔11.97〕

2.4
(+,+)
〔9.07〕

3.3
(+,+)

〔23.18〕

3.2
(+,+)

〔34.76〕

3.3
(+,+)

〔15.25〕

3.4
(+,+)

〔21.70〕

3.2
(+,+)

〔14.51〕

3.0
(+,+)

〔20.82〕

2.3
(-,-)

〔40.56〕

すべり安全率※3

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.1
(+,-)

〔16.65〕

1.7
(+,+)
〔7.53〕

2.2
(-,+)
〔8.27〕

2.6
(-,+)
〔8.48〕

2.5
(-,+)
〔7.75〕

2.5
(-,+)
〔8.90〕

2.4
(-,+)

〔14.23〕

2.4
(-,+)

〔14.85〕

解析モデル左端からF-11断層を通り
斜面法尻に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※3 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

○すべり面形状No.1は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(2/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(2/11)

最小すべり安全率※2基準地震動※1すべり面形状No.

1.6
(1.4)

〔7.52〕

Ss3-4
(+,+)

2

すべり安全率※3

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

2.7
(+,+)

〔12.30〕

2.6
(+,+)

〔12.13〕

2.5
(+,+)

〔16.86〕

2.1
(+,+)

〔15.81〕

2.4
(+,+)

〔15.62〕

2.3
(+,+)

〔11.95〕

2.3
(+,+)
〔9.05〕

3.1
(+,+)

〔23.15〕

3.1
(+,+)

〔33.29〕

3.1
(+,+)

〔20.53〕

3.2
(+,+)

〔20.93〕

3.0
(+,+)

〔14.48〕

3.1
(+,+)

〔20.78〕

2.1
(-,-)

〔33.31〕

すべり安全率※3

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.0
(+,-)

〔16.64〕

1.6
(+,+)
〔7.52〕

2.2
(-,+)
〔8.25〕

2.4
(-,+)
〔8.29〕

2.3
(-,+)
〔8.17〕

2.3
(-,+)
〔7.92〕

2.3
(-,+)

〔14.21〕

2.4
(+,+)

〔16.14〕

地表からF-11断層を通り
斜面法尻に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 ()は物性のばらつきを考慮したすべり安全率を，
〔〕は発生時刻(秒)を示す。

※3 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の
すべり安全率の最小値を示す。

○すべり面形状No.2は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線
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すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(3/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(3/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.0

〔7.54〕

Ss3-4
(+,+)

3

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.2
(+,+)

〔12.32〕

3.9
(+,+)

〔12.89〕

3.5
(+,+)

〔17.50〕

3.0
(+,+)

〔15.83〕

3.3
(+,+)

〔13.12〕

3.4
(+,+)

〔11.31〕

3.1
(+,+)
〔9.07〕

4.6
(+,+)

〔24.32〕

4.5
(+,+)

〔34.76〕

4.4
(+,+)

〔15.24〕

4.5
(+,+)

〔21.69〕

4.6
(+,+)

〔14.50〕

4.1
(+,+)

〔20.50〕

3.0
(-,-)

〔40.56〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.8
(+,-)

〔16.65〕

2.0
(+,+)
〔7.54〕

2.8
(-,+)
〔8.27〕

3.5
(+,+)
〔8.19〕

3.1
(+,+)
〔9.78〕

3.5
(-,+)
〔8.90〕

3.5
(-,+)

〔14.23〕

3.3
(-,+)

〔14.85〕

解析モデル左端からF-11断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.6と同じ
すべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線

θ2

θ1

○すべり面形状No.3は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)
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○すべり面形状No.4は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(4/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(4/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.1

〔7.52〕

Ss3-4
(+,+)

4

すべり安全率※4

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.1
(+,+)

〔12.30〕

3.7
(+,+)

〔13.12〕

3.6
(+,+)

〔17.48〕

3.0
(+,+)

〔15.82〕

3.2
(+,+)

〔15.62〕

3.4
(+,+)

〔11.29〕

3.1
(+,+)
〔9.06〕

4.9
(+,+)

〔24.30〕

4.7
(+,+)

〔34.47〕

4.9
(+,+)

〔15.23〕

4.8
(+,+)

〔21.68〕

4.6
(+,+)

〔14.47〕

4.3
(+,+)

〔20.49〕

3.0
(-,-)

〔33.33〕

すべり安全率※4

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

2.9
(+,-)

〔16.64〕

2.1
(+,+)
〔7.52〕

3.0
(-,+)
〔8.25〕

3.5
(-,+)
〔6.25〕

3.3
(+,+)
〔8.02〕

3.6
(-,+)
〔7.92〕

3.6
(-,+)

〔14.22〕

3.6
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.7と同じ
すべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面：岩級区分線
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○すべり面形状No.5は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(5/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(5/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.3

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

5

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.7
(+,+)

〔11.01〕

4.4
(+,+)

〔13.14〕

3.9
(+,+)

〔17.49〕

3.5
(+,+)

〔15.82〕

3.7
(+,+)

〔13.11〕

3.7
(+,+)

〔11.30〕

3.6
(+,+)
〔9.06〕

5.0
(+,+)

〔24.31〕

5.0
(+,+)

〔34.76〕

4.9
(+,+)

〔15.24〕

5.0
(+,+)

〔21.70〕

5.1
(+,+)

〔22.72〕

4.6
(+,+)

〔20.49〕

3.4
(-,+)

〔40.53〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.2
(+,-)

〔16.63〕

2.3
(+,+)
〔7.53〕

3.1
(-,+)
〔8.27〕

3.9
(-,+)
〔9.54〕

3.4
(+,+)
〔9.78〕

3.7
(+,+)
〔8.68〕

3.9
(-,+)

〔14.23〕

3.7
(-,+)

〔14.85〕

解析モデル左端からF-11断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.8と同じ
すべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

θ2

θ1
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○すべり面形状No.6は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(6/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(6/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.4

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

6

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

4.7
(+,+)

〔12.29〕

4.1
(+,+)

〔13.12〕

4.0
(+,+)

〔17.48〕

3.5
(+,+)

〔15.81〕

3.7
(+,+)

〔15.61〕

3.7
(+,+)

〔11.29〕

3.5
(+,+)
〔9.05〕

5.2
(+,+)

〔24.29〕

5.0
(+,+)

〔34.47〕

5.2
(+,+)

〔15.22〕

5.2
(+,+)

〔21.66〕

5.1
(+,+)

〔14.47〕

4.7
(+,+)

〔20.48〕

3.4
(-,-)

〔33.32〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.2
(+,-)

〔16.63〕

2.4
(+,+)
〔7.53〕

3.3
(-,+)
〔8.25〕

3.9
(+,+)
〔8.16〕

3.7
(+,+)
〔8.00〕

3.9
(+,+)
〔8.67〕

4.0
(-,+)

〔14.23〕

3.8
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.9と同じ
すべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。

θ2

θ1



201201

○すべり面形状No.7は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(7/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(7/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.7

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

7

解析モデル左端からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.4
(+,+)

〔11.01〕

5.5
(+,+)

〔13.13〕

4.8
(+,+)

〔17.49〕

4.6
(+,+)

〔15.81〕

4.7
(+,+)

〔13.10〕

4.6
(+,+)

〔11.31〕

4.4
(+,+)
〔9.06〕

6.2
(+,+)

〔24.29〕

6.5
(+,+)

〔34.74〕

6.1
(+,+)

〔15.45〕

6.3
(+,+)

〔21.66〕

6.2
(+,+)

〔22.72〕

5.7
(+,+)

〔20.46〕

4.0
(+,-)

〔40.30〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.0
(+,-)

〔17.38〕

2.7
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.26〕

4.6
(+,+)
〔8.17〕

4.2
(+,+)
〔9.78〕

4.6
(-,+)

〔10.81〕

4.6
(-,+)

〔14.68〕

4.7
(-,+)

〔14.84〕

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.10と同
じすべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.8は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(8/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(8/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.8

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

8

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.2
(+,+)

〔12.28〕

5.3
(+,+)

〔13.12〕

5.0
(+,+)

〔17.48〕

4.6
(+,+)

〔15.80〕

4.6
(+,+)

〔15.60〕

4.7
(+,+)

〔11.29〕

4.4
(+,+)
〔9.05〕

6.4
(+,+)

〔24.28〕

6.6
(+,+)

〔34.73〕

6.4
(+,+)

〔15.43〕

6.4
(+,+)

〔21.65〕

6.6
(+,+)

〔22.72〕

5.8
(+,+)

〔20.46〕

4.2
(-,-)

〔40.50〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.0
(-,+)
〔6.64〕

2.8
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.25〕

4.5
(+,+)
〔8.16〕

4.4
(+,+)
〔8.00〕

4.9
(-,+)

〔10.78〕

4.8
(-,+)

〔14.67〕

4.9
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-11断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.11と同
じすべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.9は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(9/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(9/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.5

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

9

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

5.6
(+,+)

〔12.30〕

4.8
(+,+)

〔13.11〕

4.5
(+,+)

〔17.49〕

3.9
(+,+)

〔15.81〕

4.1
(+,+)

〔15.61〕

4.6
(+,+)

〔11.96〕

3.9
(+,+)
〔9.06〕

6.2
(+,+)

〔24.30〕

5.9
(+,+)

〔34.75〕

6.2
(+,+)

〔15.23〕

6.0
(+,+)

〔21.67〕

6.0
(+,+)

〔14.47〕

5.5
(+,+)

〔20.48〕

3.8
(-,-)

〔33.33〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.5
(+,-)

〔17.39〕

2.5
(+,+)
〔7.53〕

3.6
(-,+)
〔8.27〕

4.2
(+,+)
〔8.17〕

4.1
(-,+)
〔7.77〕

4.5
(-,+)
〔8.91〕

4.7
(-,+)

〔14.40〕

4.5
(-,+)

〔14.85〕

地表からF-8断層を通り
原子炉建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.12と同
じすべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.10は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(10/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(10/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.7

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

10

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

6.1
(+,+)

〔12.27〕

5.2
(+,+)

〔13.11〕

4.8
(+,+)

〔17.49〕

4.4
(+,+)

〔15.81〕

4.5
(+,+)

〔15.60〕

4.8
(+,+)

〔11.29〕

4.2
(+,+)
〔9.05〕

6.4
(+,+)

〔24.29〕

6.2
(+,+)

〔34.75〕

6.4
(+,+)

〔15.23〕

6.3
(+,+)

〔21.66〕

6.5
(+,+)

〔22.72〕

5.8
(+,+)

〔20.47〕

4.1
(-,+)

〔40.52〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

3.9
(+,-)
〔6.80〕

2.7
(+,+)
〔7.53〕

3.8
(-,+)
〔8.27〕

4.5
(+,+)
〔8.17〕

4.2
(-,+)
〔7.77〕

4.7
(-,+)

〔10.81〕

4.9
(-,+)

〔14.69〕

4.8
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-8断層を通り
3号炉タービン建屋基礎右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.13と同
じすべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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○すべり面形状No.11は，岩盤内を通る角度(θ1及びθ2)を
パラメトリックに設定(20°～70°の範囲を5°間隔)

すべり安全率評価結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(11/11)

○各基準地震動のすべり安全率一覧を下表に示す。

■Y-Y'断面(11/11)

最小すべり安全率※3基準地震動※2すべり面形状※1No.

2.9

〔7.53〕

Ss3-4
(+,+)

11

すべり安全率※5

Ss2-13Ss2-12Ss2-11Ss2-10Ss2-9Ss2-8Ss2-7Ss2-6Ss2-5Ss2-4Ss2-3Ss2-2Ss2-1Ss1

7.6
(+,+)

〔12.26〕

6.2
(+,+)

〔13.12〕

5.7
(+,+)

〔17.49〕

5.4
(+,+)

〔15.80〕

5.3
(+,+)

〔15.60〕

5.5
(+,+)

〔11.30〕

5.0
(+,+)
〔9.05〕

7.2
(+,+)

〔24.27〕

7.4
(+,+)

〔34.74〕

7.2
(+,+)

〔15.45〕

7.2
(+,+)

〔21.65〕

7.3
(+,+)

〔22.71〕

6.6
(+,+)

〔20.45〕

4.6
(-,+)

〔40.50〕

すべり安全率※5

Ss3-5Ss3-4
Ss3-3Ss3-2Ss3-1

EW方向NS方向EW方向NS方向上下流方向ダム軸方向

4.5
(-,+)
〔6.64〕

2.9
(+,+)
〔7.53〕

4.4
(-,+)
〔8.26〕

5.1
(+,+)
〔8.16〕

4.7
(-,+)
〔7.77〕

5.2
(-,+)

〔10.80〕

5.2
(-,+)

〔14.67〕

5.7
(-,+)

〔14.84〕

地表からF-8断層を通り
解析モデル右端に抜けるすべり面

４．安定性評価に関する補足

４．３ すべり安全率一覧

θ2

θ1

：すべり安全率の最小値

：断層：すべり面※4：岩級区分線

※1 Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)のすべり面形状No.14と同
じすべり面形状。

※2 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，
(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※3 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
※4 破線は液状化影響を考慮する範囲を示す

(本編資料3章を参照)。
※5 岩盤内を通る角度をパラメトリックに設定した際の各地震動の

すべり安全率の最小値を示す。
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４．４ 基礎底面の傾斜一覧

○各基準地震動による基礎底面の傾斜の一覧を下表に示す。

島根案基礎底面の傾斜(原子炉建屋)：X-X’断面

原子炉建屋 (L=58.2m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/32,0000.18〔37.71〕(+,+)

Ss1
1/32,0000.18〔18.88〕(+,-)

1/32,0000.18〔18.88〕(-,+)

1/32,0000.18〔37.71〕(-,-)

1/64,0000.09〔21.17〕(+,+)Ss2-1

1/145,0000.04〔20.54〕(+,+)Ss2-2

1/116,0000.05〔13.73〕(+,+)Ss2-3

1/83,0000.07〔12.90〕(+,+)Ss2-4

1/116,0000.05〔32.22〕(+,+)Ss2-5

1/116,0000.05〔22.08〕(+,+)Ss2-6

1/48,0000.12〔14.08〕(+,+)Ss2-7

1/48,0000.12〔12.00〕(+,+)Ss2-8

1/41,0000.14〔12.04〕(+,+)Ss2-9

1/52,0000.11〔20.10〕(+,+)Ss2-10

1/44,0000.13〔15.80〕(+,+)Ss2-11

1/97,0000.06〔11.66〕(+,+)Ss2-12

1/64,0000.09〔12.19〕(+,+)Ss2-13

原子炉建屋 (L=58.2m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/34,0000.17〔14.61〕(+,+)Ss3-1-
ダム軸方向 1/58,0000.10〔17.05〕(-,+)

1/41,0000.14〔14.45〕(+,+)Ss3-1-
上下流方向 1/41,0000.14〔14.63〕(-,+)

1/52,0000.11〔6.41〕(+,+)
Ss3-2-NS

1/48,0000.12〔8.14〕(-,+)

1/52,0000.11〔8.62〕(+,+)
Ss3-2-EW

1/44,0000.13〔8.83〕(-,+)

1/36,0000.16〔7.48〕(+,+)
Ss3-3-NS

1/41,0000.14〔6.47〕(-,+)

1/48,0000.12〔11.01〕(+,+)
Ss3-3-EW

1/32,0000.18 〔7.49〕(-,+)

1/36,0000.16〔7.73〕(+,+)
Ss3-4

1/52,0000.11〔8.08〕(-,+)

1/36,0000.16〔16.44〕(+,+)

Ss3-5
1/41,0000.14〔16.65〕(+,-)

1/41,0000.14〔16.65〕(-,+)

1/36,0000.16〔16.44〕(-,-)：基礎底面の傾斜の最大値

４．安定性評価に関する補足

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。
※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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○各基準地震動による基礎底面の傾斜の一覧を下表に示す。

島根案

原子炉建屋 (L=79.1m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/29,0000.27〔37.76〕(+,+)

Ss1
1/24,0000.32〔37.64〕(+,-)

1/24,0000.32〔37.64〕(-,+)

1/29,0000.27〔37.76〕(-,-)

1/49,0000.16〔27.74〕(+,+)Ss2-1

1/49,0000.16〔15.38〕(+,+)Ss2-2

1/87,0000.09〔22.55〕(+,+)Ss2-3

1/49,0000.16〔13.16〕(+,+)Ss2-4

1/52,0000.15〔34.66〕(+,+)Ss2-5

1/56,0000.14〔21.02〕(+,+)Ss2-6

1/31,0000.25〔9.13〕(+,+)Ss2-7

1/29,0000.27〔11.86〕(+,+)Ss2-8

1/32,0000.24〔13.17〕(+,+)Ss2-9

1/34,0000.23〔15.87〕(+,+)Ss2-10

1/39,0000.20〔17.56〕(+,+)Ss2-11

1/46,0000.17〔10.75〕(+,+)Ss2-12

1/60,0000.13〔11.19〕(+,+)Ss2-13

原子炉建屋 (L=79.1m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/43,0000.18〔16.49〕(+,+)Ss3-1-
ダム軸方向 1/29,0000.27〔14.89〕(-,+)

1/29,0000.27〔14.48〕(+,+)Ss3-1-
上下流方向 1/26,0000.30〔14.29〕(-,+)

1/35,0000.22〔8.71〕(+,+)
Ss3-2-NS

1/37,0000.21〔8.37〕(-,+)

1/30,0000.26〔9.80〕(+,+)
Ss3-2-EW

1/34,0000.23〔10.23〕(-,+)

1/32,0000.24〔8.51〕(+,+)
Ss3-3-NS

1/35,0000.22〔8.25〕(-,+)

1/30,0000.26〔8.99〕(+,+)
Ss3-3-EW

1/30,0000.26〔8.10〕(-,+)

1/20,0000.38〔7.59〕(+,+)
Ss3-4

1/18,0000.43〔7.57〕(-,+)

1/27,0000.29〔16.68〕(+,+)

Ss3-5
1/21,0000.36〔16.68〕(+,-)

1/21,0000.36〔16.68〕(-,+)

1/27,0000.29〔16.68〕(-,-)

基礎底面の傾斜(原子炉建屋)：Y-Y’断面

：本編資料「５．地殻変動による基礎地盤の変形の影響評価」に用いる傾斜

４．４ 基礎底面の傾斜一覧
４．安定性評価に関する補足

：基礎底面の傾斜の最大値

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。
※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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○各基準地震動による基礎底面の傾斜の一覧を下表に示す。
○なお，a-a'断面においては，緊急時対策所指揮所及び緊急時対策所待機所の傾斜を算出しているが，緊急時対策所指揮所の方が傾斜が大きい(緊急時

対策所指揮所の最大傾斜：1/39,000，緊急時対策所待機所の最大傾斜：1/52,000)ことから，下表には緊急時対策所指揮所の傾斜を掲載している。

緊急時対策所指揮所(L=15.65m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/78,0000.02〔36.12〕(+,+)

Ss1
1/78,0000.02〔15.61〕(+,-)

1/78,0000.02〔15.61〕(-,+)

1/78,0000.02〔36.12〕(-,-)

1/78,0000.02〔25.38〕(+,+)Ss2-1

1/156,0000.01〔15.70〕(+,+)Ss2-2

1/156,0000.01〔22.18〕(+,+)Ss2-3

1/78,0000.02〔14.21〕(+,+)Ss2-4

1/156,0000.01〔31.43〕(+,+)Ss2-5

1/156,0000.01〔30.31〕(+,+)Ss2-6

1/78,0000.02〔6.70〕(+,+)Ss2-7

1/78,0000.02〔10.74〕(+,+)Ss2-8

1/78,0000.02〔11.66〕(+,+)Ss2-9

1/78,0000.02〔13.18〕(+,+)Ss2-10

1/78,0000.02〔16.86〕(+,+)Ss2-11

1/156,0000.01〔11.53〕(+,+)Ss2-12

1/78,0000.02〔11.65〕(+,+)Ss2-13

緊急時対策所指揮所(L=15.65m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/52,0000.03〔17.08〕(+,+)Ss3-1-
ダム軸方向 1/52,0000.03〔17.05〕(-,+)

1/52,0000.03〔14.91〕(+,+)Ss3-1-
上下流方向 1/39,0000.04〔17.06〕(-,+)

1/52,0000.03〔8.56〕(+,+)
Ss3-2-NS

1/52,0000.03〔8.81〕(-,+)

1/78,0000.02〔7.57〕(+,+)
Ss3-2-EW

1/78,0000.02〔10.90〕(-,+)

1/78,0000.02〔8.49〕(+,+)
Ss3-3-NS

1/52,0000.03〔7.68〕(-,+)

1/52,0000.03〔7.23〕(+,+)
Ss3-3-EW

1/52,0000.03〔7.19〕(-,+)

1/78,0000.02〔7.65〕(+,+)
Ss3-4

1/78,0000.02〔7.69〕(-,+)

1/52,0000.03〔17.42〕(+,+)

Ss3-5
1/52,0000.03〔10.70〕(+,-)

1/52,0000.03〔10.70〕(-,+)

1/52,0000.03〔17.42〕(-,-)

基礎底面の傾斜(緊急時対策所)：a-a’断面

４．４ 基礎底面の傾斜一覧
４．安定性評価に関する補足

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，(+,-)は鉛直反転，
(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。 ：基礎底面の傾斜の最大値
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○各基準地震動による基礎底面の傾斜の一覧を下表に示す。

緊急時対策所指揮所(L=15.65m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/39,0000.04〔19.14〕(+,+)

Ss1
1/39,0000.04〔24.18〕(+,-)

1/39,0000.04〔24.18〕(-,+)

1/39,0000.04〔19.14〕(-,-)

1/78,0000.02〔27.74〕(+,+)Ss2-1

1/78,0000.02〔20.15〕(+,+)Ss2-2

1/78,0000.02〔22.36〕(+,+)Ss2-3

1/78,0000.02〔14.32〕(+,+)Ss2-4

1/78,0000.02〔34.73〕(+,+)Ss2-5

1/78,0000.02〔26.04〕(+,+)Ss2-6

1/52,0000.03〔9.91〕(+,+)Ss2-7

1/52,0000.03〔10.20〕(+,+)Ss2-8

1/52,0000.03〔13.24〕(+,+)Ss2-9

1/52,0000.03〔16.68〕(+,+)Ss2-10

1/78,0000.02〔15.52〕(+,+)Ss2-11

1/78,0000.02〔12.01〕(+,+)Ss2-12

1/78,0000.02〔12.00〕(+,+)Ss2-13

緊急時対策所指揮所(L=15.65m)
基準地震動※1

最大傾斜最大相対変位量※2(cm)

1/39,0000.04〔17.05〕(+,+)Ss3-1-
ダム軸方向 1/52,0000.03〔14.33〕(-,+)

1/39,0000.04〔15.69〕(+,+)Ss3-1-
上下流方向 1/39,0000.04〔17.05〕(-,+)

1/52,0000.03〔8.50〕(+,+)
Ss3-2-NS

1/52,0000.03〔7.88〕(-,+)

1/52,0000.03〔7.58〕(+,+)
Ss3-2-EW

1/52,0000.03〔8.01〕(-,+)

1/52,0000.03〔6.93〕(+,+)
Ss3-3-NS

1/39,0000.04〔7.50〕(-,+)

1/52,0000.03〔7.23〕(+,+)
Ss3-3-EW

1/39,0000.04〔8.26〕(-,+)

1/39,0000.04〔7.38〕(+,+)
Ss3-4

1/52,0000.03〔7.69〕(-,+)

1/31,0000.05〔17.37〕(+,+)

Ss3-5
1/39,0000.04〔16.18〕(+,-)

1/39,0000.04〔16.18〕(-,+)

1/31,0000.05〔17.37〕(-,-)

基礎底面の傾斜(緊急時対策所)：b-b’断面

４．４ 基礎底面の傾斜一覧
４．安定性評価に関する補足

：基礎底面の傾斜の最大値

：本編資料「５．地殻変動による基礎地盤の変形の影響評価」に用いる傾斜

※1 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。
※2 〔〕は発生時刻(秒)を示す。
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余白
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①検討内容及び検討結果

○審査ガイド※1に準拠し，局所的な岩盤等の破壊がすべり安全率に顕著な影響を与えないことを確認するため，静的非線形解析により周
辺への進行性破壊等の検討を実施した。

【検討内容】
○地盤の要素に引張応力が発生した場合及びせん断強度以上のせん断応力が発生した場合の地盤剛性の非線形性を考慮するため，

動的解析(等価線形解析)において最小すべり安全率を示す時刻に対して，静的非線形解析を行い，評価基準値※2を上回ることを確
認する。

○静的非線形解析を含めた安定性評価フローを次頁に，静的非線形解析の考え方をP216～P217に示す。

【検討結果】
○静的非線形解析を実施した結果，いずれの断面においても，下表に示すとおり，評価基準値を上回ることを確認した。

４．安定性評価に関する補足

各断面の静的非線形解析による最小すべり安全率

※1 審査ガイド「４．１地震力に対する基礎地盤の安定性評価(２)確認事項」に記載されている周辺への進行性破壊等の検討。
※2 安定性評価における評価基準値は以下のとおり。

・評価基準値(基礎地盤)：1.5
・評価基準値(周辺斜面)：1.2

※3 基準地震動の(+,+)は位相反転なし，(-,+)は水平反転，(+,-)は鉛直反転，(-,-)は水平反転かつ鉛直反転を示す。

評価基準値
【等価線形】

最小すべり安全率
(再掲)

【静的非線形】
最小すべり安全率

基準地震動※3断面

1.5

2.12.2Ss3-4(-,+)
X-X'断面

(P218参照)

基礎地盤

2.02.3Ss3-4(+,+)
Y-Y'断面

(P220参照)

4.14.0Ss3-4(+,+)
a-a'断面

(P222参照)

5.018.9Ss3-4(+,+)
b-b'断面

(P224参照)

1.21.62.1Ss3-4(+,+)
Y-Y'断面

(P226参照)
周辺斜面

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)
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②静的非線形解析(1/3)

○静的非線形解析を含めた安定性評価フローを以下に示す。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

基準地震動

入力地震動

地震応答解析
(動的解析)

常時応力 地震時増分応力

常時応力解析
(静的解析)

静的非線形解析※

(最小すべり安全率を示す時刻)

すべり安全率

＜地震時荷重＞＜常時荷重＞

地震時応力

静的非線形解析を含めた安定性評価フロー

【すべり安全率算定フロー(強度の考え方)】

※引張強度・せん断強度を超える要
素が広く分布する場合など必要に
応じて実施(静的非線形解析の考
え方は，次頁～P217参照)。
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②静的非線形解析(2/3)

○静的非線形解析は，荷重増分法により実施し，各荷重段階において，引張応力が発生した要素及びせん断強度に達した要素の弾性係数・せん断弾
性係数を低下させ，全荷重段階まで増加させることにより，最終的な応力状態を求める。

○静的非線形解析の考え方を本頁及び次頁に示す。

応力再配分前後のモールの応力円(例：せん断破壊)

【応力配分前】

【応力配分後】

σ1

σ

τ

σ3 0σ1

σ

τ

σ3 0 σ1

σ

τ

σ3 0

破壊した
要素

健全な
要素

健全な
要素

せん断破壊

σ1

σ

τ

σ3 0 σ3
’ σ1

’σ1

τ

σ3 0
σ

σ1
’

健全な
要素

σ1

σ

τ

σ3 0 σ3
’ σ1

’

破壊した
要素

破壊した
要素

進行性破壊

せん断破壊せん断破壊

同様のステップを繰り返し，全荷重まで増加させることにより，最終的な
応力状態を求め，その応力状態を基にすべり安全率を算出する。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

(岩盤・地盤)
各荷重の計算段階において，発生した応
力がせん断強度に達した要素については，
次の荷重の計算段階における解析用物性
値を次のように低下させる。

(断層)
各荷重の計算段階において，発生した応
力がせん断強度に達した要素については
すべりが発生したものとして，次の荷重の
計算段階ではせん断ばね定数をゼロとする。

剛性低下の設定(せん断降伏)

ここで，
E
G
ν
E0

n
添字(1,2)

：弾性係数
：せん断弾性係数
：ポアソン比
：健全時の弾性係数
：剛性低下率(1,000とする)

：主応力方向

E1 = E2 = E0/n
ν1 = ν2 = 0
G = G0/n

剛性低下の設定(せん断降伏)

垂直ばねの構成則 せん断ばねの構成則
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②静的非線形解析(3/3)

応力再配分前後のモールの応力円(例：引張破壊)

【応力配分前】

【応力配分後】

0

破壊した
要素

健全な
要素

健全な
要素

引張破壊

σ1σ3 
σ

τ

0 σ1σ3 
σ

τ

σ1
σ

τ

σ3 0

σ

破壊した
要素

健全な
要素

破壊した
要素

引張破壊引張破壊

進行性破壊

σ1σ3 

σ

τ

0σ3
’ σ1

’ σ1σ3 

τ

0 σ3
’ σ1

σ

τ

σ3 0 σ3
’ σ1

’

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

剛性低下の設定(引張降伏)

(岩盤・地盤)
各荷重の計算段階において，引張応力が
発生した要素については，次の荷重の計
算段階における解析用物性値を次のよう
に低下させる。

(断層)
各荷重の計算段階において，剥離が発生
したものとして，次の荷重の計算段階では
垂直ばね定数及びせん断ばね定数はゼロ
とする。

ここで，
E
G
ν
E0

n
添字(1,2)

：弾性係数
：せん断弾性係数
：ポアソン比
：健全時の弾性係数
：剛性低下率(1,000とする)

：主応力方向

E1 = E0

E2 = E0/n
ν1 = ν2 = 0
G = G0/n

剛性低下の設定(引張降伏)

同様のステップを繰り返し，全荷重まで増加させることにより，最終的な
応力状態を求め，その応力状態を基にすべり安全率を算出する。

垂直ばねの構成則 せん断ばねの構成則
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③周辺への進行性破壊等の検討結果：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)については，動的解析(等価線形解析)の結果，引張応力が発生した要素が局所的に分布している
(次頁参照)。

○動的解析における最小すべり安全率発生時刻の地震時慣性力等を用いて静的非線形解析を実施した結果，すべり安全率は2.2であり，
評価基準値1.5を上回ることを確認した。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

２号炉
タービン建屋

出入管理建屋

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図(静的非線形解析)：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(-,+)
：7.54秒
：2.2(平均強度)

【静的非線形解析結果】
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(参考)要素ごとの安全係数(等価線形解析)：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

２号炉
タービン建屋

出入管理建屋

原子炉建屋

原子炉
補助建屋

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図(等価線形解析)：X-X'断面(原子炉建屋基礎地盤)(P126再掲)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(-,+)
：7.54秒
：2.1(平均強度)

【動的解析(等価線形解析)結果】
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・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.54秒
：2.3(平均強度)

④周辺への進行性破壊等の検討結果：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

○Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)については，動的解析(等価線形解析)の結果，引張応力が発生した要素が斜面内に連続している
(次頁参照)。

○動的解析における最小すべり安全率発生時刻の地震時慣性力等を用いて静的非線形解析を実施した結果，すべり安全率は2.3であり，
評価基準値1.5を上回ることを確認した。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

要素ごとの安全係数図(静的非線形解析)：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

【静的非線形解析結果】

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

原子炉建屋
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(参考)要素ごとの安全係数(等価線形解析)：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

【動的解析(等価線形解析)結果】

要素ごとの安全係数図：Y-Y'断面(原子炉建屋基礎地盤)(P130再掲)

原子炉建屋

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.54秒
：2.0(平均強度)
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⑤周辺への進行性破壊等の検討結果：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

待機所用
空調上屋

緊急時対策所
指揮所

緊急時対策所
待機所

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

指揮所用
空調上屋

要素ごとの安全係数図(静的非線形解析)：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)については，動的解析(等価線形解析)の結果，引張応力が発生した要素が局所的に分布している
(次頁参照)。

○動的解析における最小すべり安全率発生時刻の地震時慣性力等を用いて静的非線形解析を実施した結果，すべり安全率は4.0であり，
評価基準値1.5を上回ることを確認した。

【静的非線形解析結果】

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.53秒
：4.0(平均強度)
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(参考)要素ごとの安全係数(等価線形解析)：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)

待機所用
空調上屋

指揮所用
空調上屋

緊急時対策所
指揮所

緊急時対策所
待機所

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図(等価線形解析)：a-a'断面(緊急時対策所基礎地盤)(P134再掲)

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.53秒
：4.1(平均強度)

【動的解析(等価線形解析)結果】
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⑥周辺への進行性破壊等の検討結果：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

○b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)については，動的解析(等価線形解析)の結果，引張応力が発生した要素が緊急時対策所指揮所
周辺に連続している (次頁参照)。

○動的解析における最小すべり安全率発生時刻の地震時慣性力等を用いて静的非線形解析を実施した結果，すべり安全率は18.9であり，
評価基準値1.5を上回ることを確認した。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

緊急時対策所指揮所

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図(静的非線形解析)：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

【静的非線形解析結果】

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.43秒
：18.9(平均強度)
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(参考)要素ごとの安全係数(等価線形解析)：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

要素ごとの安全係数図(等価線形解析)：b-b'断面(緊急時対策所基礎地盤)(P138再掲)

緊急時対策所指揮所

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.43秒
：5.0(平均強度)

【動的解析(等価線形解析)結果】
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・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.52秒
：2.1(平均強度)

⑦周辺への進行性破壊等の検討結果：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

○Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)については，動的解析(等価線形解析)の結果，引張応力が発生した要素が斜面中腹付近に連続し
ている(次頁参照)。

○動的解析における最小すべり安全率発生時刻の地震時慣性力等を用いて静的非線形解析を実施した結果，すべり安全率は2.1であり，
評価基準値1.2を上回ることを確認した。

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

原子炉建屋

要素ごとの安全係数図(静的非線形解析)：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

【静的非線形解析結果】
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(参考)要素ごとの安全係数(等価線形解析)：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)

凡 例
：断層を通るすべり面 ：せん断強度に達した要素
：断層以外を通るすべり面 ：引張応力が発生した要素

：1.00≦ fs ＜1.50
：1.50≦ fs ＜2.00
：2.00≦ fs

原子炉建屋

要素ごとの安全係数図(等価線形解析)：Y-Y'断面(原子炉建屋周辺斜面)(P142再掲)

４．安定性評価に関する補足

４．５ 周辺への進行性破壊等の検討(静的非線形解析)

・基準地震動
・時 刻
・すべり安全率

：Ss3-4(+,+)
：7.52秒
：1.6(平均強度)

【動的解析(等価線形解析)結果】
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地殻変動解析に用いる断層パラメータ

○地殻変動解析において，積丹半島北西沖の断層(走向40°)及びFS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜の断層パラメータに
ついては以下の断層パラメータがあることから，断層パラメータを比較し，地殻変動量が保守的となる断層パラメータを用いる。
・地震動評価の断層パラメータ(基本震源モデル)※1

・地震動評価の断層パラメータ(不確かさ考慮モデル(断層の傾斜角))※1

・津波評価の断層パラメータ(水位上昇最大ケース)※2,3

・津波評価の断層パラメータ(水位下降最大ケース)※2,3

○断層パラメータの比較に当たっては，すべり量が大きいほど地殻変動量は大きくなると考えられることから，すべり量に着目することとした。
○すべり量を比較した結果を下表に示す。

※1 地震動評価の断層パラメータは，R3.10.22審査会合資料「泊発電所3号炉 敷地ごとに震源を特定して策定する地震動について」より抜粋。

※2 津波評価の断層パラメータは，海域活断層に想定される地震に伴う津波の水位上昇最大ケース及び水位下降最大ケースとなる断層パラメータを用いる(海域活断層に想定される地震に伴う津波は審議中)。

※3 積丹半島北西沖の断層(走向40°)における，水位上昇最大ケース及び水位下降最大ケースの断層パラメータは同一である。

断層パラメータの選定結果(FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜)

すべり量(m)断層上端深さ(km)すべり角(°)傾斜角(°)断層幅(km)断層長さ(km)検討ケース評価

2.9482906018.5100.4基本震源モデル

地震動評価※1

3.5302904522.6100.0
不確かさ考慮モデル

(断層の傾斜角)

5.925.0754521.2100.6水位上昇最大ケース
津波評価※2

7.242.5906017.3100.6水位下降最大ケース

：選定した断層パラメータ

断層パラメータの選定結果(積丹半島北西沖の断層(走向40°))

すべり量(m)断層上端深さ(km)すべり角(°)傾斜角(°)断層幅(km)断層長さ(km)検討ケース評価

0.8282904522.622.6基本震源モデル

地震動評価※1

1.6612903032.032.0
不確かさ考慮モデル

(断層の傾斜角)

2.280.0906017.332.0水位上昇最大ケース・

水位下降最大ケース
津波評価※2,3

2.280.0906017.332.0

４．安定性評価に関する補足

４．６ 地殻変動解析に用いる断層パラメータ
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地震による損傷の防止(地下水位の設定)の説明内容(2/29) 再掲(R4/6/23審査会合)
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５．設計地下水位の設定方針に関する補足
(第1055回審査会合(R4.6.23)資料抜粋)
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地震による損傷の防止(地下水位の設定)の説明内容(4/29) 再掲(R4/6/23審査会合)

※紫線を今回加筆。

５．設計地下水位の設定方針に関する補足
(第1055回審査会合(R4.6.23)資料抜粋)
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５．設計地下水位の設定方針に関する補足
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５．設計地下水位の設定方針に関する補足
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239239

地震による損傷の防止(地下水位の設定)の説明内容(8/29) 再掲(R4/6/23審査会合)

５．設計地下水位の設定方針に関する補足
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